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田

中

雄

一
、
は
じ
め
に

一
行
と
は
い
か
な
る

で
あ
ろ
う
か
。
先
行

究
で
も

ら
か

な
よ
う
に
、
俗
名
は
張

、
諡
號
は
大

禪
師
、
一
行
禪
師
あ
る

い
は
一
行
阿

梨
と

さ
れ
、
弘

元
年
（
六
八
三
年
）
に
生

ま
れ
、

開
元
十
五
年
（
七
二
七
年
）
十

八
日
年
に

し
た
。

一
行
は

寂
か
ら
禪
を
、
悟
眞
か
ら
律
を
學
び
、
更
に
天
臺
と

密
敎
を
學
ん
だ
。
特
に
密
敎
は
金
剛
智
と
善
無
畏
か
ら
學
び
、
善

無
畏
と
共
に
『
大
毘
盧
遮
那

佛
神
變
加
持
經
』
七

を
飜
譯
し
、

筆
受

の
一
行
が
そ
の

容
を
解

し
た
も
の
が
『
大
日
經
疏
』

二
十

で
あ
る
。
經
典
や
儀
軌
の
相
承
を
示
す
「
傳
持
八

」
の

一
人
と
し
て
、
衣
中
に
印
を
結
ぶ

で
長
く

崇
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
行
は
天

學

と
し
て
も
名
を

し
て
る
。
そ
れ
ま

で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
麟
德

」
が
日

豫
報
に
不
備
が
あ
る
た

め
、『
開
元
大
衍

』
五
十
二

を
作

し
た1

）。
他
に
も
、
一
行

の

作
と
さ
れ
る

關
係

や
飜
譯
と
さ
れ
る
佛
典
は
多
い2

）。

日
本
で
は
、
こ
れ
ら
の
一
行
の
實
像
と
は
異
な
る

話
も
あ
る
。

『
平
家
物
語
』

二
第
十
二
句
「

雲

山
」
に
は
、「
一
行
は
玄

宗
の
持

で
、
讒
言
に
よ
る
楊
貴
妃
と
の
い
わ
れ
な
き

き
名
で
、

果
（
火
）
羅
國3

）へ
流
罪
と
な
り
、

の

（

穴

）
を

ん

だ
。
七
日

、

闇
を

む
困

な

況
を
、
天

は
哀
れ
ん
で
、

九

を
現
し
て
照
ら
す
。
一
行
は
右
指
を
嚙
み
切
り
、
左
の
袂
に

四
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九

の
か
た
ち
を
寫
し
た
。
九

曼
荼
羅
は
、
日
本
・
中
國
の
眞

言
の
本

で
あ
る4

）」
と
い
っ
た

容
で
あ
る
。
楊
貴
妃
は
、
開
元

七
年
（
七
一
九
年
）
に
生
ま
れ
、
至
德
元
載
（
七
五
六
年
）
に
死

し
た
の
だ
か
ら
、
一
行
の

年
に
は
八

で
あ
り
、

史

に

辻
褄
が
合
わ
な
い
。
ま
た
、「
九

曼
荼
羅
」
は
一
行
自
身
が
右

の
指
を

い
ち
ぎ
っ
て
寫
し
た
な
ど
も

無
𥡴
な
話
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
だ
け
で
の

像
な
の
だ
ろ
う
か
、
中
國
で
も

に

そ
の

型
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
行
の
生
涯
を
史
料
と
、

『
梵
天
火
羅
九

』
を

討
し
な
が
ら
、
北
斗
や
九

へ
の
信
仰

を

ら
か
に
し
た
い
。

二
、
中
國
典

に
み
え
る
一
行

一
行
の
傳
記
は
、『
舊

書
』

5
）、『

高

傳
』

6
）、『

三
敎
源
流

神
大

』
7
）、『

神

傳
』

8
）に

記

が
あ
る
（
た
だ
し
、『
三
敎
源
流

神
大

』
と
『
神

傳
』
の

容
は
『

高

傳
』
と
ほ
ぼ
同
じ
）。

こ
れ
ら
は
一
行
の
死
後
に
記

さ
れ
た
傳
記

で
あ
る
か
ら
、

完

な
實
像
と
は
言
え
な
い
が
、
あ
る

度
信
賴
性
が
お
け
る
史

料
と
な
る
。

『
舊

書
』
列
傳
第
一
四
一

方
伎
で
は
、
以
下
の
三
點
を
記

す

る
。（
下
記
は

、
原

は

に
示
す
）

①
「
出
自
と
學
問
、

士
と
の
交
友
、
出
家
」

9
）

・
一
行
の
俗
名
は
張

、
魏
州

督
（

國
公
）
公

の
孫
、
武

功
令
・
擅
の
子
で
あ
る
。
若
い
と
き
か
ら
博
く
經
史
を
學
び
、

天

學
や
陰
陽
五
行
に

も

し
て
い
た
。

・
一
行
は
、
博
學
で
古
典
を
多
く
持
っ
て
い
た

士
の
尹
崇
に
揚

雄
の
『
太
玄
經
』
を
借
り
た
が
、
數
日
で

却
し
た
。
尹
崇
は

「
こ
の
書
は

深
く
、
長
く

究
し
た
が

ら
か
に
出
來
な
い

の
で
、
貴
方
に
更
に

究
し
て
貰
お
う
と
し
た
が
、
何
で
す
ぐ

に

し
た
の
か
」
と

ね
た
。
こ
れ
に
對
し
て
一
行
は
「
そ
の

容
を
究
め
た
か
ら
で
す
」
と
言
い
、『
大
衍
玄
圖
』
と
『
義

決
』
一

を
示
し
た
。
尹
崇
は
驚
き
、
一
行
と
そ
れ
ら
の
典

に
つ
い
て
談
じ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
行
は
「
後
生
の

子
」（

子
の
生
ま
れ
變
わ
り
）
と
し
て
、
大
い
に
名
が
世
に
知

ら
れ
た
。

・（

の
權
臣
）
武
三
思
は
一
行
の
學
行
を
慕
っ
て
好
誼
を
求
め

た
が
一
行
は

し
、
出
家
し
て

に
な
る
た
め
嵩
山
に

れ

四
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沙
門

寂
に
師
事
し
た
。

・
睿
宗
が

位
す
る
と
、
東

（
洛
陽
）
に
留
ま
る
よ
う
に
と
の

敕
命
を
韋
安
石
に
持
っ
て
行
か
せ
た
が
、
一
行
は
病
を
理
由
に

固
辭
し
た
。
後
に
荆
州
の
當
陽
山
に
止

し
、
沙
門
悟
眞
に
梵

律
（
戒
律
）
を
學
ん
だ
。

②
「
宮
廷
と
の
關
係
、

作
と
諡
號
」

10
）

・
開
元
五
年
（
七
一
七
年
）、
玄
宗
は
一
行
の
族
叔
の
禮
部

中
・
張
洽
に
命
じ
、
敕
書
を
持
た
せ
て
荆
州
に
赴
か
せ
（
敕
命

を
）
一
行
に

い
た
。
一
行
は
京
に
至
り
光
太
殿
に
置
か
れ
、

玄
宗
は
し
ば
し
ば
國
家
の
安

と
統
治
の
方
法
を

ね
る
た
め

に
訪
れ
た
が
、
一
行
は

す
こ
と
な
く
直
言
し
た
。

・
開
元
十
年
（
七
二
二
年
）、（
玄
宗
の
娘
）
永
穆
公

が
降
嫁
す

る
時
、
太
平
公

の
故
事
に
な
ら
っ
て
厚

し
よ
う
と
し
た
。

一
行
は
「
高
宗
の
末
年
は
一
女
（
太
平
公

）
だ
け
だ
っ
た
の

で
特
別
な
禮

を
し
た
が
、
そ
の
た
め
太
平
公

も
驕
り
高
ぶ

り
つ
い
に
は
罪
を
え
た
。
そ
の
よ
う
な
婚
禮
を

例
と
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
。
玄
宗
は
こ
の

言
を
入
れ
、

の

婚
禮
で
お
こ
な
っ
た
。
一
行
の

言
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

・
一
行
に
は
『
大
衍

論
』
三

、『
攝

伏
藏
』
十

と
『
天

一
太
一
經
』、『
太
一
局
遁
甲
經
』、『
釋
氏
系

』
の
各
一

の

優
れ
た

が
あ
っ
た
。
當
時
の
『
麟
德

經
』
の

の
計
算

に
み
だ
れ
が
生
じ
、
一
行
は

代
の

家
の

法
を
考
察
し
て
、

新
し
い

に
改
め
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
一
行
は
府
長
史
の

令
賛
や
工
人
（
作
業
員
）
を

い
て
「

游
儀
」
を
創
り
、

七

の
行
度
（

行
）
を
考
察
し
相
互
に
證

し
た
。
一
行
は

『

易
』
の
大
衍
の
數
を
推
考
し
、『
開
元
大
衍

經
』
を

し
た
。

・
開
元
十
五
年
（
七
二
七
年
）
に
一
行
は
四
十
五

で

し
、

「
大

禪
師
」
の
諡
號
を
賜
っ
た
。

③
「『
後
魏
書
』
の
補
塡
、
玄
宗
の
供

、
天
臺
山
で
の

話
、

士
の
言
葉
」

11
）

・
一
行
の
從

の
東
臺

人
・
張
太
素
は
『
後
魏
書
』
一
百

を

し
た
が
、「
天

志
」
が
未
完

だ
っ
た
の
で
一
行
は
こ

れ
を
完

さ
せ
た
。

・
玄
宗
は
一
行
の
た
め
に

を
作
り
、
自
ら
刻
書
し

庫
錢

（
手
許
金
）
か
ら
五
十
萬
を
出
し
、（
供

の
）
塔
を
銅
人
原
に

四
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作
っ
た
。

年
（
開
元
十
六
年
）、（
玄
宗
は
）

湯
に
行
幸
し

塔

を

り
、
騎
兵
を

在
さ
せ
、
品
官
（
官
僚
）
に
塔
に
い

か
せ
て
、
塔
で
の
出
豫
（
秋
の
出

）
の

を

げ
、
更
に
絹

五
十

を
下
賜
し
、
塔

に
松
柏
を
植
え
さ
せ
た
。

・
一
行
は
師
を
求
め
、「
大
衍
」
を
究
め
よ
う
と
天
臺
山
國
淸
寺

に
至
っ
た
。
一
院
が
あ
り
古
松
十
數
本
が
植
え
ら
れ
、
門

に

水
が
流
れ
て
い
る
。
一
行
は
そ
の

に
立
ち
、
寺

が
庭
で
布

算
す
る
聲
を
聞
い
た
。
そ
の
人
は
「
今
日
、
弟
子
が

く
か
ら

私
の
算
法
を
求
め
に
く
る
と
い
う
が
、
す
で
に
門

に
來
て
い

る
。
誰
か
い
な
い
か
」
と
言
い
、
一
算
を
除
き
「
門

の
水
が

西
に
流
れ
ば
、
ま
た
弟
子
が
來
る
」
と
言
っ
た
。
一
行
は
そ
の

言
葉
を
承
け
て
入
っ
て
深
く

禮
し
て
法
を

い
、
そ
の

の

す
べ
て
を
受
け
た
。
門

の
水
は
果
た
し
て
西
に
流
れ
た
。

・

士
の

和

は
、
か
つ
て
尹
音
に
「
一
行
は

人
だ
ろ
う
か
。

（
傳

天

學

の
）
洛
下

が

を

っ
て
『
今
後
八
百
年

で
一
日
の

差
が
出
る
が
、

人
が
必
ず
こ
れ
を
正
す
』
と
言

っ
た
。
今
年
は
そ
の
時
期
で
、
一
行
が
『
大
衍
』
を

り
そ
の

差
を
正
し
た
。
洛
下

の
言
葉
は
信
じ
る
に
足
る
。
一
行
は

人
だ
」
と
言
っ
た
。

『

高

傳
』
で
は
、
以
下
の
六
點
を
記

す
る
。

①
「
出
自
、
出
家
（
禪
と
律
）、
才
能
、
學
問
の
系
統
（
律
と
陰
陽

緯
）」

12
）

・
釋
一
行
の
俗
姓
は
張
で
鉅
鹿
の
人
、
俗
名
は

、

の
佐
命

（
補
佐
役
）
の

國
公
・
公

の
支
孫
で
あ
る
。
二
十

の
時

に
は
群
を
ぬ
い
て
聰

で
、
老

の
風
が
あ
り
、
書
物
を
一
度

讀
め
ば

誦
で
き
た
。

・

寂
禪
師
は
禪
を
修
行
し
、

依
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

（
一
行
は
）
世
の
儚
さ
を
悟
り
、
禮
を
つ
く
し

寂
を
師
と
し

て
剃
髪
出
家
し
、
誦
す
る
經
法
を
諳
ん
じ
た
。

・

寂
は
か
つ
て
大
（
法
）
會
を
催
し
、

の
沙
門
が
集
ま
り

千
人
を
超
え
た
。
そ
の
時
、

士
の
盧

が
別
峯
に

居
し
て

い
た
。（
廬

は
）
學
識
に
富
み
、

廷
は
厚
く

し
た
が

後
ま
で
辭

し
た
。
大
會
の

事
は
、
廬
に

社
を

じ
る
序

を

う
た
。
こ
の
日
に
廬

は

を
袖
か
ら
出
し
机
に
置
い
た
。

鍾
梵
が
鳴
り
、
廬

は

寂
に
「
私
の
數
千
百
言
は
、

常
で

四
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な
い
字
を
用
い
、

字
も
古
風
で
す
。
優
秀
な

が
こ
れ
を
弘

め
る
な
ら
、
直
接
指
摘
し
て
授
け
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
の
で
、

寂
は
一
行
を
呼
ん
だ
。（
一
行
は
）
紙
を

ば
し
て
微
笑
ん

で
机
に

し
た
の
で
、
廬

は
そ
の

な
行
動
を
怪
し
ん
だ
。

が
堂
中
に
あ
つ
ま
る
と
、
一
行
は
袂
を
拂
っ
て

み
「
一
つ

も

漏
が
な
い
」
と
大
き
な
聲
で
言
っ
た
。
廬

は
愕
き
感

し
、

寂
に
「
あ
な
た
が
よ
く
敎

出
來
る
も
の
で
は
な
い
。

學
を
ほ
し
い
ま
ま
に
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
言
っ
た
。
三
學
の

名
師
で
一
行
に
諮
問
し
な
い

は
稀
だ
っ
た
。

・
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
當
陽
に
行
き

眞
の
『
律
藏
序
』

纂
に
あ
わ
せ
、
一
行
は
深
く

尼
（
律
）
に

じ
た
。
し
か
も

陰
陽

緯
の
書
が
あ
れ
ば
、
み
な
詳
し
く

究
し
た
。
算

の

こ
と
を

ね
て
數
千
里
、
名
を
知
ら
れ
た

の
も
と
に
行
き
相

談
し
た
。

②
「
天
臺
山
の

話
、
玄
宗
と
の
關
係
、

士
の

辭
、
洛
下

の
豫
言
」

13
）

・
一
行
は
天
臺
山
國
淸
寺
に
至
っ
た
。
一
院
が
見
え
古
松
か
ら
數

十

に
門
が
あ
り
、

流
が
淡
然
岑
寂
（
靜

）
と
し
て
い
た
。

一
行
は
門
の

に
立
ち
、
院

の
布
算
の
擦
れ
合
う

を
聞
い

た
。

は
侍

に
「
今
日
弟
子
が

方
か
ら
私
の
演
算
法
を
求

め
に
來
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
一
算
子
を
除
い
て
、
ま
た

侍

に
「
門

の
水
が
西
流
す
れ
ば
弟
子
が
來
た
と
い
う
こ
と

だ
」
と
言
っ
た
。
一
行
は
こ
の
言
葉
を
承
け
て
入
り
、
丁
重
に

お
辭
儀
を
し
て
法
を

い
そ
の

訣
を
受
け
る
と
、
門

の
水

は
ま
た
東
流
し
た
。

・
こ
れ
に
よ
り
（
賞

の
）
聲
が
、

を
と
わ
ず
公
卿
に
も
轟

い
た
。
玄
宗
は
こ
れ
を
聞
い
て
詔
入
し
「
師
は
ど
ん
な
才
能
が

あ
る
の
か
」
と
問
い
、
一
行
は
「
よ
く
記
憶
す
る
長

し
か
あ

り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。

は
宮
中
の
役
人
に
命
じ
、
宮
中
の

書

を
示
さ
せ
た
が
、
一
行
は
そ
れ
ら
の
書
物
を
す
べ
て
見
お

わ
る
と
、
そ
の
本
を
裏

し
に
し
た
。
そ
の
書

を
詳
し
く
知

っ
て
お
り
、
も
と
か
ら

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
數
幅
を

唱
え
た
後
、

は
思
わ
ず
席
か
ら
降
り
「
師
は
實
に

人
だ
」

と

し
た
。
質
問
に
對
し
常
と
異
な
る
答
え
を
し
、
災
福
を

占
え
ば
掌
を
指
さ
す
よ
う
に
、
有

な
こ
と
を
多
く
語
っ
た
。

・
當
時
の

の
人
・

和

は
、
か
つ
て
尹
音
に
「
一
行
和

五
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は
眞
の

人
だ
。

の
洛
下

が

っ
た

は
、
八
百
年
に
一

日
の
ず
れ
が
出
る
。

人
が
こ
れ
を
定
め
た
よ
う
に
、
今
年
が

そ
の
時
期
で
、
大
衍

が
出
來
て
そ
の
差
謬
を
正
し
た
。
そ
れ

を
正
し
た
の
だ
か
ら
、
洛
下

の
言
葉
は
信
じ
ら
れ
る
。

人

で
な
け
れ
ば
、
誰
が
こ
れ
に
預
か
れ
た
で
あ
ろ
う
か
」
と
言
っ

た
。

③
「
金
剛
智
と
善
無
畏
、

書
」

14
）

・
金
剛
智
三
藏
に
陀
羅
尼
と

印
を
學
び
、
佛
壇
（
灌
頂
壇
）
に

登
り
法
王
寶
を
受
け
た
。
善
無
畏
三
藏
と

盧
（『
大
日
經
』）

を
譯
し
、
後
の
國
家
で
の
（
密
敎
の
）
隆

を
開
き
、
密
藏
を

傳
え

義
に

し
た
。
睿
宗
と
玄
宗
は
な
ら
び
に
集
賢
院
に

入

す
る
こ
と
を

い
、
詔
を
く
だ
し
興

寺
に

ま
わ
せ
た
。

一
行
は
飜
譯
し
た
經
典
（『
大
日
經
』）
に
つ
い
て
、
す
ぐ
に

（
解

の
）『
大
日
經
疏
』
七

15
）を

し
た
。

・
ま
た
『
攝

伏
藏
』
六
十

、『
釋
氏
係

』
一

、『
開
元
大

衍

』
五
十
二

が
あ
り
、
そ
の

は
『

書
』

律
志
に

入
さ
れ
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
典

で
あ
る
。
ま
た
游
儀

赤
二

を

り
、
鐡
を
以
て
基
準
と
し
院

で
製
作
し
た
。

④
「
王
媼
救
濟
と
星
占
呪
」

16
）

・
王
媼
と
い
う
（
一
行
の
）
隣
村
の
老
婆
が
い
て
、
む
か
し
一
行

が
貧
し
か
っ
た
の
を
何
度
も
助
け
て
く
れ
た
。
一
行
は
有
名
に

な
っ
て
か
ら
も
、
そ
の
恩
に
報
い
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
あ
る

日
（
老
婆
は
一
行
に
）

し
て
「
我
子
が
人
を

し
死
刑
に

な
り
そ
う
で
す
。
師
は

王
に
重
く
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

死
刑
を
減
じ
る
よ
う
に
奏
上
し
て
、
母
の
餘
生
を

や
か
に

ご
さ
せ
て
慾
し
い
」
と

を
流
し
な
が
ら
言
っ
た
。
一
行
は

「
國
家
の
刑
罰
に
つ
い
て
は
、
申
し
上
げ
て
も
罪
を
許
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
」
と
言
い
、
持

に
命
じ
て
若
干
の
金
錢
を
與
え

て
、
去
る
よ
う
に
諭
し
た
。
媼
は

物
を
手
に
「
私
が
隣
に
居

た
時
に
は
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
た
。
赤
子
の

も

を

與
え
た
の
に
、

長
し
た
ら
こ
の
恩
を

れ
て
し
ま
っ
た
の

か
」
と
罵
っ
た
。

・
一
行
は
慈
愛
の
心
を
持
っ
て

日

し
ま
な
か
っ
た
。
算
を
し

て
（
寺
に
仕
え
る
）
淨
人
を
召
し
、「
汝
は
布
囊
を
さ
げ
て
、
な

に
が
し
坊
の
閑
靜
な
場

に
正
午
に
座
り
、
囊
を
投
げ
生
き
物

を
捕
ら
え
、

や
か
に

れ
」
と
言
っ
た
。

の
日
、
は
た
し
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て

（
牡
豚
）
が
子
豚
七
頭
を

れ
て
い
た
。
淨
人
は
手
分

け
し
て

い
拂
う
と
、
母
豚
は
走
り
去
り
子
豚
を
得
た
。
一
行

は
大
き
な
甕
を
備
え
、
一
（

）
づ
つ
入
れ
て
木
の
蓋
で
閉
じ
、

六
一
（
七
）
の
泥
で
封
じ
、
胡
語
を
數

唱
え
た
。

・

る
く
な
っ
た
頃
、
中
官
が
「
司
天

（
天

臺
長
）
は
『
昨

夜
は
北
斗
七
座
星
が

く
見
え
な
か
っ
た
』
と
奏
上
し
て
き
た
。

何
故
見
え
な
い
の
か
」
と
問
う
た
。（
一
行
は
）
答
え
て
「
む

か
し
後
魏
で

惑
星
が
見
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今

（
天
の
）

車
が
見
え
な
い
の
は
、
天
が
陛
下
を
戒
め
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
身
分
の
低
い
男
女
も
、
も
し
そ
の

を
得
な
い

と
、
霜
が
降
っ
た
り
日
照
り
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。（

の
）

德
を
感
じ
れ
ば
こ
れ
を

け
ま
す
。
感
動
さ
せ
る

た
る
も

の
は
、
不

の
死

の
骨
を
葬
る
こ
と
で
す
。
釋
門
（
佛
敎

徒
）
は
慈
悲
に
富
ん
で
い
た
の
で
、
一
切
の

を
降
し
ま
す
。

愚

の
お
ろ
か
な
考
え
で
は
、
天
下
に
大
赦
を
出
す
こ
と
を
願

い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
玄
宗
は
こ
れ
に
從
っ
た
の
で
、
そ
の
夜

の
占
奏
は
北
斗
の
一
星
が
見
え
、（
續
い
て
）
七
夜
に
し
て
當

に

っ
た
。（
一
行
の
）

は
測
り
が
た
い
。

⑤
「

雨
の
呪
法
と
、
玄
宗
の
厄

、
王

の
行
く
末
の
占

」
17
）

・
開
元
中
に
甚
だ
し
い
干
ば
つ
が
あ
り
、

が
一
行
に
雨
を

ら

せ
る
と
、「

の
上
に

の

の
も
の
が
あ
れ
ば
雨
が
降
る
」

と
言
っ
た
。
中
官
に
命
じ
て

庫
の
中
を
探
さ
せ
た
が
、
皆

「
そ
の

い
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
數
日
後
一
つ
の
古
鏡
の

の
鼻
盤
を
指
さ
し
て
、「
こ
れ
は
眞
の

だ
」
と
喜
ん
だ
。
す

な
わ
ち
（

雨
の
）
壇
場
に
入
る
と
一
日
で
雨
が
降
っ
た
。
そ

の
異

が
（
天
に
）

じ
た
の
だ
。

・
玄
宗
は
大

宮
に
居
て
從
容
と
し
て
密
か
に
、（
一
行
に
）
社

稷
（
國
家
）
の
吉
凶
と
、（
皇
）
祚
の
行
く
末
を
質
問
し
た
。
一

行
は
他
の
こ
と
を
話
題
に
し
た
が
、

に
「
陛
下
は
萬●

里●

に
行

き
ま
す
」
と
言
い
、
ま
た
「
社
稷
は
こ
と
ご
と
く
吉●

に

わ
る

で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
の
で
、

は
大
い
に

ん
だ
。
ま
た
一

つ
の
金
の
容

を

し
た
。
形
は

丸
の
よ
う
で
、

に
物
を

貯
え
振
れ
ば

が
鳴
る
が
、
開
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
緊

な
こ
と
で
あ
れ
ば
開
く
よ
う
に
と
言
っ
た
。

が
蜀
に
行
幸

し
た
時
、

て
て
こ
の
こ
と
を

れ
て
し
ま
っ
た
が
、

に

至
っ
て
憶
い
だ
し
、
開
く
と
中
に
當

（

方
で
用
い
「
き
っ
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と

る
と
」
と
い
う
名
の
藥
草
）
が
あ
っ
た
。

は
「
こ
の
藥
は

こ
こ
の
產
だ
。
師
は

が
苦

に
あ
っ
て
蜀
に
お
も
む
き
、

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
か
」
と
言
っ
た
。
ま
た
萬●

里●

橋
を
見

て
「
一
行
の
言
葉
は
超
人

だ
っ
た
」
と
言
い
、
中
官
に
命
じ

て
香
を
焚
き
、

し
感
謝
を
傳
え
た
。（
後
の
）
昭
宗
は

め

吉●

王
に
封
じ
ら
れ
る
が
、
德
王
太
子
の
代
に
な
っ
て
、

は

（
後
）

の
た
め
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
つ
い
に
一
行
の
言
葉

り
、

社
稷
は
吉●

に

わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

⑥
「

と
諡
號
」

18
）

・
開
元
十
五
年
（
七
二
七
年
）
九

に
（
一
行
は
）
華
嚴
寺
で
病

が
篤
く
な
り
、
小
部
屋
に
閉
じ

っ
た
。
玄
宗
は
こ
の
夜
に
夢

で
そ
の
禪
居
（
部
屋
）
を
見
下
ろ
す
と
、
一
行
が

牀
（
圓
座
）

で
、
ひ
っ
そ
り
と

を
開
い
て
い
る
の
を
見
た
。

け
方
に
確

か
め
た
ら
、
ま
っ
た
く
夢
で
見
た

り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
京

の
名
德
に
大
き
な

場
（
寺
院
）
で
、
一
行
の
た
め
に

る
よ

う
に
詔
し
、（
一
行
の
）

い
疾
病
は
わ
ず
か
に
癒
え
た
。（
玄

宗
の
）
寵
愛
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

・（
玄
宗
は
）
十

八
日
に
駕
に
乘
り
新
豐
に
幸
し
た
。（
一
行
は
）

身
に
疾
患
は
な
い
が
一
言
も
話
さ
な
か
っ
た
。
忽
然
と
し
て
香

水
を
浴
し
、
衣
を
換
え
て

坐
し
、
正
念
怡
然
し
て
、
玄
宗
に

別
れ
を

げ
た
後
に
、
本
師
（

寂
）
を

禮
し
て
入
寂
し
た
。

・
時
の
河
南
の
尹
（
官
員
）
の
裴

は

寂
に

見
し
た
。

寂

は
「
用
事
が
あ
り
、
大
尹
と
は
う
ち
と
け
て
お
話
し
す
る
こ
と

が
出
來
ま
せ
ん
が
、
少
し
ご
休
息
を
」
と
言
っ
た
。（
裴

は
）

附
き
人
と
空
き
部
屋
で

寂
の

子
を
伺
っ
て
い
た
ら
、（

寂
は
）
正
堂
を
淸
め
香
を
焚
き
、

っ
て
座
っ
て
る
。
し
ば
ら

く
し
て
門
を

打
す
る

が
し
て
、「
天
師
一
行
和

が
來
ら

れ
た
」

に
天
師
の
號
を
つ
け
る
の
は
、
こ
れ
が

出
で
あ

り
、
天
子
の
師
を
言
う

と
い
う
聲
が
し
た
。
一
行
が
入
っ
て

來
て
、

寂
の
足
に
禮
し
、
耳
に
口
を
つ
け
て
密
談
し
た
が
、

そ
の

は
と
て
も
恭
し
か
っ
た
。

寂
は
う
な
ず
き
「
そ
の

り
」
と
答
え
た
。
言
い

わ
っ
て
ま
た
禮

す
る
こ
と
三
度
に

ん
だ
。

寂
は
た
だ
「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
、
そ
の

り
」
と

言
っ
た
。
一
行
は
語
り

わ
り
、
階
を
降
り
南
室
に
入
っ
て
自

ら

を
閉
め
た
。

・

寂
は
侍

を
召
し
て
「
す
ぐ
に
鍾
を
な
ら
せ
、
一
行
は
す
で
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に
滅
度
し
た
」
と
言
っ
た
。
左
右
の

は
疾
走
し
て

子
を

た
が
、
瞑
目
し
て
坐
し
て
い
た
の
で
、
手
を
か
ざ
し
て
呼

を

伺
っ
た
が
、
す
で
に

命
し
て
い
た
。
四
衆
の
弟
子
の
悲
し
み

き
で
、
山
谷
が
振
動
し
た
。

體
は

極
寺
に
安
置
さ
れ
た

が
、
死
か
ら
葬
儀
ま
で
十
四
日

經
っ
て
も
、
爪
甲
（
の
色
）

は
變
わ
ら
ず
、
髭

は
更
に
伸
び
、
喜
び
に
み
ち
て
い
た

な

の
で
人
び
と
は
驚
い
た
。

・

は
悲
し
み
「
禪
師
は

の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
深
い
哀

慕
を
も
っ
て
、
喪
事
は
官
供
と
す
る
」
と
言
っ
た
。
詔
し
て
銅

人
原
に
葬
り
、
諡
號
を
大

禪
師
と
し
、
塔
銘
を
御

し
た
。

天
下
の
釋
子
（
佛
敎
徒
）
は
こ
れ
を
名
譽
と
し
た
。

『
舊

書
』
と
『

高

傳
』
で
は
、
一
行
は
「
多
く
の
敎
團

や
高

、

士
と
の
關
わ
り
が
あ
り
」、「

の

纂
や
國
家
の

營
に
も
關
與
し
た
」
こ
と
に
對
し
て
共

す
る
記

は
多
い
。

く
同
じ
で
は
な
い
が
取
り
上
げ
る

容
に

似
が
見
ら
れ
る
。

體

に
は
、

１
『
舊

書
』
①
「
出
自
と
學
問
」
は
、『

高

傳
』
①
「
出

自
、
出
家
（
禪
と
律
）、
才
能
、
學
問
の
系
統
（
律
と
陰
陽

緯
）」
に
對
應
す
る
。

２
『
舊

書
』
②
「
宮
廷
と
の
關
係
、

作
と
諡
號
」
は
、『

高

傳
』
③
「
金
剛
智
と
善
無
畏
、

書
」、
⑤
「

雨
の
呪

法
と
、
玄
宗
の
厄

、
王

の
行
く
末
の
占

」
と
⑥
「

と
諡
號
」
に
對
應
す
る
。

３
『
舊

書
』
③
「『
後
魏
書
』
の
補
塡
、
玄
宗
の
供

、
天
臺

山
で
の

話
、

士
の
言
葉
」
は
、『

高

傳
』
②
「
天
臺

山
の

話
、
玄
宗
と
の
關
係
、

士
の

辭
、
洛
下

の
豫

言
」
と
對
應
す
る
。

た
だ
、『

高

傳
』
の
④
と
⑤
は
、
天

學
と
い
う
よ
り

は
呪

な
行
動
を
記

し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、

傳
で
は

占

と
し
て
の
一
行
像
が
記

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

三
、『
梵
天
火
羅
九

』

密
敎
經
典
に
は
星
の
信
仰
や
儀
禮
を

く
も
の
は
多
い
。
そ
の

中
で
も
一
行
譯
と
さ
れ
る
『
梵
天
火
羅
九

』
は
、『
大
正
新
修

大
藏
經
』
に
の
み
に
收

さ
れ
、
他
の
大
藏
經
に
は
見
ら
れ
な
い19

）。
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ま
た
、
經
題
に
「
火
羅
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
日
本
の

話
や
「
九

曼
荼
羅
」
に
何
ら
か
の
影

を
與
え
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

『
梵
天
火
羅
九

』
の
は
じ
め
に
、
以
下
の
よ
う
に
本
經
の
解

が

べ
ら
れ
る
。

一
行
禪
師
修

。
二
十
八
宿
在
天
左
轉
。
數
知
人
犯

之
位
。

大

武
德
元
年
（
六
一
八
年
）

戊
寅
。
至
咸

十
五
年

（
八
七
四
年
）
甲
午
。

得
二
百
五
十
七
年
矣
。
梵
天
火
羅

九

二
星
圖
在
此
。
但

星

在
。
看
之
決
定
。

一
生
吉
凶
萬
不
失
一
神
妙
之
極
云
云
。（
大
正
藏

二
一

四
五
九
ｂ
）

つ
ま
り
、
一
行
が

代
に

し
た
星
辰
の

行
を
用
い
た
占
星

書
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

九

と
は
日
・

・
火
・
水
・
木
・
金
・
土
の
七
星
に
、
羅
喉

（
白

と

の
交
點
に
あ
た
る
昇
交
點
）
と
計

（
白

と

の

交
點
に
あ
た
る
降
交
點
）
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

本
經
で
は
「
羅

」・「
土
星
」・「
水
星
」・「
金
星
」・「
大
陽

（
密
日
星
）」・「
火
星
」・「
計

」・「

天
」
の
眞
言
や
名

と
と

も
に
、
星
の
吉
凶
の
記

と
各
星
神
の
圖
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

更
に
、「
北
斗
七
星
呪
」
と
「
九
執
呪
」、「
蝕
神
」

、
續
い
て

「
葛
仙
公
禮
北
斗
法
」、「
祿
命
書
」「
吉
祥
眞
言
」「
火
羅
圖
」
と

「
修
法
」
に
つ
い
て
の
記

が
あ
る
。

『
梵
天
火
羅
九

』
は
下
記
の
よ
う
に
、
各
九

つ
い
て
、
眞

言
が
書
か
れ
、
續
い
て
神
像
、
儀
禮
、
別
名
な
ど
を

べ
る
。

（
眞
言
と
神
像
は

に
、
他
の
記

は

表
一

に
示
す
）。

①
一
羅

蝕
神
星20

）

②
二
中
宮
土
宿
星

王
在
四
季
）

21
）

③
三

北
辰
星

水
星
王
在

三

）
22
）

④
四
西
方
大
白
星

金
星
金
神
也
王
在
秋
三

）
23
）

⑤
五
大
陽
密
日
星24

）

⑥
六
南
方
火

惑
星

火
王
在
夏
三

）
25
）

⑦
七
計

蝕
神
星26

）

⑧
八
暮
太
陰

天
）

27
）

⑨
九
東
方

星

王
在
春
三

）
28
）

五
五

一
行
と
星
宿
信
仰



別
の
經
典
、
金
俱

（
九
世
紀
）
が

し
た
と
言
わ
れ
る
『
七

攘
災
決
』（
大
正
藏

№
一
三
〇
八
）
は
、
七

の
災
厄

び
攘
災

法
、
十
二
位
と
七

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
吉
凶
、
さ
ら
に
二
十

八
宿
を
座
標
に

一
日
に
お
け
る
九

の
位
置
を
記
し
た
經
典

で
あ
る
。
こ
の
經
に
『
梵
天
火
羅
九

』
と

似
し
た
記

が
あ

る
。
各
星
辰
の
眞
言
は
、
多
少
の

字
の
相

（
飜
譯
上
の
當
て

字
）
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
て
よ
い29

）。
ま
た
、
各
神
像
に
つ

い
て
も
幾
つ
か
の

似
と
相

が
あ
り
、

表
二

の
よ
う
に
な
る
。

表
一

星
名

供

（
供
物
、
時
季
、
方
角
）

別
名

神
の
形

①

羅

蝕
神
星

錢
を
用
い
る
、
丑
寅

羅

羅
師

幡

火
陽

②

中
宮
土
宿
星

春
巽
・
夏
坤
・
秋
乾
・

艮

季
夏

は
菓
子
一
盤

其
形
如
波
羅
門
。
牛
冠
首
手
持
錫
杖
。

③

北
辰
星

中
夏
の

、
油
祭
、
北
方

星

滴
星

其
神

人
。
頭
首
戴
猿
冠
手
持
紙
筆
。

④

西
方
太
白
星

仲
秋
の

生
錢

西
方

太
白

長
庚

那

形
如
女
人
。
頭
戴
首
冠
。
白

衣

絃
。

⑤

大
陽
密
日
星

至
の
日
に
衆
寶
を
用
い
る
卯
辰

神
形
如
外

。
首
戴
驢
冠
。
四
手
兵

刀

。

⑥

南
方
火

星

仲
夏
の

に
、
火
を
用
い
る
南
方

南
方

惑
星

四
利
星

星

神
形
如
外

。
首
戴
驢
冠
。
四
手
兵

刀

。

⑦

計

蝕
神
星

深
室
に
て

未
申

豹
尾

大

羅

帶
珠
寶
。
竝
日

計

錦
繡
衣
。
╱
首

不
見
。
不
見
無
定
形
。

⑧

暮
大
陰

夏
至
の
日
、
多
く
の
寶
玉
と
水
を

用
い
る

申
酉

⑨

東
方

星

仲
春
の

多
く
の
寶

東

攝
提

其
神
形
如
卿
相
。

靑
衣
。
戴
亥
冠
。
手
執
華

菓
（
葉
）。

五
六

一
行
と
星
宿
信
仰



ま
た
、『
梵
天
火
羅
九

』
の
後

部
（

〜

）
は
、
北
斗

信
仰
と
關

づ
け
ら
れ
る
。

は
「
北
斗
七
星

」、

「
九
執

」
の
呪
が
示
さ
れ
、
西
方

源
の
占
星

書
の
『
聿
斯
經
』

（『

利
聿
斯
經
』）

32
）

の
引
用
も
あ
る
。

北
斗
七
星

曰
。
曩
莫
三
曼
多
那
羅
那
羅
破
左
邏

（
四
六
一

表
二

梵
天
火
羅
九

七

攘
災
決
（
一30

））

七

攘
災
決
（
二31

））

羅土

其
形
如
波
羅
門
。
牛
冠
首
手
持

錫
杖
。

形
如
婆
羅
門
騎
黑
沙
牛
。

土
其
神
似
婆
羅
門
色
黑
。
頭
帶
牛
冠
。
一
手

杖
。
一
手
指

。
微
似
曲

。

水

其
神

人
。
頭
首
戴
猿
冠
手

持
紙
筆
。

形
如
黑
蛇
有
四
足
而

蟹
。

水
其
神
女
人

靑
衣
。
帶
獲
（
猴
）
冠
手
執

。

金

形
如
女
人
。
頭
戴
首
冠
。
白

衣

絃
。

形
如
天
女
手
持
印
騎
白
雞
。

金
其
神
是
女
人

衣
。
頭
載
雞
冠
手

琵
琶
。

日

形
如
人
而
似
獅
子
頭
。
人
身

天
衣
。
手
持
寶
瓶
而
黑
色
。

火

神
形
如
外

。
首
戴
驢
冠
。
四

手
兵

刀

。

形
如

黑
色
向
天
大
呼
。

宜
畫
火

本
身
供

其
神
。
作
銅
牙
赤
色
貌
。

帶

色
。
驢
冠
。

豹
皮

。
四
臂
一
手
執
弓
。

一
手
執
箭
。
一
手
執
刀
。

計

羅

帶
珠
寶
。
竝
日

計

錦
繡
衣
。

形
如
天
女

靑
天
女
衣
持
寶
劍
。

木

其
神
形
如
卿
相
。

靑
衣
。
戴

亥
冠
。
手
執
華
菓
。

形
如
人
人
身

頭
。

天
衣

隨
四
季
色
。

木
其
神
如
老
人
。

靑
衣
帶

冠
容
貌

然
。

五
七

一
行
と
星
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信
仰



ｃ
）執

曰
。

命

羅

二
）

涅

二
合
）哩
也

二
合
）鉢

鉢
多

二
合
）需
底

野

三
）娑
婆

二
合
）賀
（
四
六
一
ｃ
）

蝕
神
頭
從
正

至
年

常
居
二
宿

宿

張
宿

羅
）

尾
宿

低
宿

計
）蝕
神
尾
從
正

至
年

帶
居
此
二
宿

以
上
無
異
本
）按

聿
斯
經
云
。
凡
人
只
知
有
七

不
晴

星
號
曰
羅

計

。
此
星

在

位
而
不
見
。
逢
日

蝕
。
號
曰
蝕
神
。
計

蝕
神
之
尾

也
。
號
豹
尾
。
若
行
年
到
此
宿
。
切
須
畫

犯
神
形
。
深
室
供

錢
攘
之
。

災

不
生
。
若

星
須
攘
之
。

不

其

犯
。

變
凶

吉
。
不
信

變
吉

凶
。

吉
星
喜
慶
重
重
福
德
自
在
。

星
災

競
生
。
王
侯
犯
之

謫
官
降
職
。
但
以
亥
時
面
向
北

斗
。
至
心
祭

本
命
星
。
切
不
得
向
北
小
便
折
人
壽
命
。
宜
思
眞

念
善
獲
福
宜
財
。
若
不
穰
之
災

競

。

四
六
一
ｃ
〜
四
六
二
ａ
）

葛
仙
公
禮
北
斗
法

鎭
上
玄
九
北
極
北
斗
。
從
王
侯

於
士
庶
。

盡
皆
屬
北
斗
七
星
。
常
須
敬
重
。
當
不
逢

凶

之
事
。

救

世
人
之
襄
厄
。
得

年

算
無

災

。

本
命
元
神
至
心
供

。

皆
得

33
）

人
之
命
祿
。
災

咎

塞
澁
。
皆
由
不
敬
星
像
。
不

知
有
犯
星
辰
。
黯
黯
而
行
災

自
然
來
至
。
攘
之

大
吉
也
。
祭

本
命
元
神
日
。
一
年
有
六
日
。
但
至
心
本
命
日
。
用
好
紙
剪
隨
年

錢
。
用
茶
菓
三

淨
床
一
鋪
。
焚
香
虔
心
面

北
斗
。

曰
。

居
少
人
好

求
靈
常
見

儀
。
本
命
日

奉
銀
錢
仙
菓
。

供

於
北
斗
辰
星

本
命
神
形
。
將
長
是
生

壽
無

。
神

魂
爲
安
。
元
神
自
在
。
襄
年
凡
■

向

方
。

錢
合
掌
供

○
破
軍
星
持
大
置

午
生
人
）

○

○
武
曲
星

大
東

巳
未
生
人
屬
云
云
）

○

貞
星
不
潅
子

辰
申
生
人
）

○

曲
星
微

子

卯
酉
生
人
）

○
祿
存
星
祿
會

寅
戌
生
人
）

○

門
星
貞

子

亥
丑
生
人
）

○
貪
狼
星
司
希
子

子
生
人
）

（
四
六
二
ａ
〜
ｂ
）

五
八

一
行
と
星
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信
仰



凡
祿
命
書
云
云
。

屬
破
軍
星
人
。
日

一
升
餘
命
八
十

男
女
午
年
字
大
京
子
。

屬
武
曲
星
人
。
日

一
石
餘
命
八
十
五

巳
未
年
男
女
字
大
東

子
。

屬

貞
星
人
。
日

一
升
餘
命
八
十

辰
申
年
男
女
字

不

隣
子
。

屬

曲
星
人
。
日

四
升
餘
命
九
十

卯
酉
年
男
女
字
微

字
。

屬
祿
存
星
人
。
日

五
升
餘
命
八
十

寅
戌
年
男
女
字
祿
存

會
子
。

屬

門
星
人
。
日

八
升
餘
命
八
十

丑
亥
年
男
女
字
貞

子
。

屬
貪
狼
星
人
。
日

二
升
餘
命
六
十
五

子
年
男
女
字
司
希
神

子
。

一
切
如
來

破
一
切
宿

障
吉
祥
眞
言

薩

諾

羅

二
合
）三

室
哩

底

俱

娑
婆

二

合
）賀

男
忌
天
羅
女
忌
地
網
慾
知

但
在
行
年

犯
無
不
知
也

夫
人

行
年
吉
少
凶
多
乍
可
知
而

不
可
坐
受
其
災
云
若
莫
日

■
■
。

梵
天
火
羅
圖
一
帖
（
四
六
二
ｂ
）

「
葛
仙
公
禮
北
斗
法
」
は
、
抱
朴
子
・
葛
洪
の
從

父
の
葛

玄
（
三
世
紀
中
頃
）
に

託
さ
れ
た
も
の
で
る
。
年
に
六
度
の
本

命
日
等
を
あ
げ
、
十
二
支
（
生
年
）
と
の
對
應
も

べ
る
。
ま
た
、

「
祿
命
書
」
で
は
各
星
に
屬
す
る
生
ま
れ
年
と
日
に

す
る
量

と
餘
命
を
記

す
る
。
こ
れ
を
整
理
す
れ
ば

表
三

の
よ
う
に

な
る
。

敬
白
大
梵
天
王

釋
天
王
。
閻
羅
天
子
五

大
神
。
太
山
府
君

司
命
司
祿
。
十
二
宮
神
七

九
執
。
二
十
八
宿
藥
叉
藥
叉
女
。
毘

遮
毘

支

多
那
天
等
。
殊
別
當

鎭
守
護
法
善
神
。
若
家

守
宅

大
小
神
等
。

三
千
大
千
世
界
不
可

不
可

微
塵

土

表
三星

名

字

一

字

二

十
二
支

日

餘
命

破
軍

持
大
置

大
京
子

午

一
升

八
十

武
曲

大
東

大
東
子

巳
・
未

一
石

八
十
五

貞

不
潅
子

不
隣
子

辰
・
申

一
升

八
十

文
曲

微

子

微

卯
・
酉

四
升

九
十

祿
存

祿
會

祿
存
會
子

寅
・
戌

五
升

八
十

門

貞
文
子

貞
文
子

亥
・
丑

八
升

八
十

貪
狼

司
希
子

司
希
神
子

子

二
升

六
十
五

（
字

一

は
「
葛
仙
公
禮
北
斗
法
」、
字

二

は
「
祿
命
書
」）

五
九

一
行
と
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六

四
生

。
某
甲
願
今

吉
日
良
時
。
設
神
供
無
遮
供

。
其

大
志

可
知
心
云
云
。

向
東
方
合
掌

已
上
畢
。

已
下
表
紙
袖
書
也
今
此
記
之
）。
一

羅

大

）二

土
少

）

三

水
中
吉
）四

金
中
吉
）五

日
大
吉
）六

火
少

）七

計
大
吉
）

八

中
吉
）九

木
大
吉
）。

名
一
切
少
天
呪
法

以
右
手
中
指
直
。
餘
指
作
拳
。
左
手
亦
然
。

二
手
合
腕
去
心
胸
八
寸
。
右
手
中
指
少
屈
。
坤
左
中

來
去
。

動
令
忿
）。

天

用
呪

路

路
野

娑
婆
賀（

四
六
二
ｂ
〜
ｃ
）

四
、
佛
敎
の
北
斗
經
典

佛
敎
經
典
で
、
本
命
星
信
仰
を

も
端

に

べ
る
の
は
、

『
佛

北
斗
七
星

命
經
』（
大
正
藏

№
一
三
〇
七
）
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の

を

の
佛
敎
經
典
と
考
え
る
の
に
は
無
理

が
あ
る
。
神
像
と
北
斗
七
星
の

置
圖
に
合
わ
せ
た
星
名
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
符
」
が
書
か
れ
る
（
大
正
藏

二
一

四
二
五
ｂ
）。

そ
の
下
段
に
は
、
對
應
す
る
干
支
と
、「
祿

」
の

品
名
が
以

下
の
よ
う
に

べ
ら
れ
る
（
四
二
五
ｃ
）。「
厄
が
あ
れ
ば
、
宜
し

く
こ
の
經
を
供

し
、
本
（
命
）
星
の
符
を
帶
び
れ
ば
、
大
い
に

吉
で
あ
る
」
と
い
う
。
續
く

で
、
各
星
の
本
地
佛
の
名

が
、

表
四

の
よ
う
に
書
か
れ
る
（
二
四
六
ａ
）。

ま
た
、『
佛

北
斗
七
星

命
經
』
で
は
、

殊
菩
薩
が

く

功
德
が

べ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
現
世
で
福
德
を
得
、
後
世
で

天
上
界
に
生
ま
れ
る
」「
地
獄
を
離
れ
、
極

に
轉
生
す
る
」「

物
を

け
、

神
が
安
定
す
る
」「
よ
い
官
職
に
就
く
こ
と
が
で

表
四星

名

干
支

祿

本

地

佛

貪
狼

子

黍

東
方

世
界

證
如
來
佛

門

丑
・
亥

東
方
妙
寶
世
界
光

自
在
如
來
佛

祿
存

寅
・
戌

粳
米

東
方
圓
滿
世
界
金
色

就
如
來
佛

文
曲

卯
・
酉

小
豆

東
方
無
憂
世
界

吉
祥
如
來
佛

貞

辰
・
申

子

東
方
淨

世
界
廣

智
辨
如
來
佛

武
曲

巳
・
未

大
豆

東
方
法

世
界
法

如
來
佛

破
軍

午

小
豆

東
方
琉
璃
世
界
藥
師
琉
璃
如
來
佛
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き
る
」「
病
氣
が
治
る
」「
蓄
財
が
で
き
、

作
地
、

、
畜
產

が
榮
え
る
」「
安
產
で
、
子
供
は
端
正
で
長
命
で
あ
る
」「
や
っ
か

い
ご
と
に
妨
げ
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
功
德
が
あ
る
と
記

す
る

（
四
二
六
ｂ
）。

こ
の
經
を
受
持
し
、
供

・
轉
讀
を
す
れ
ば
、
現
世
や
死
後
に

功
德
が
あ
る
。
經
自
體
が
一
種
の
「
護
符
」（
守
り
札
）
だ
と
い

っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

も
重

な
部
分
は
、
各
星
神
の
名

、

神
像
と
、
符
で
あ
る
。
し
か
し
、
星
神
の
繪

は
、

や
持
ち

物
か
ら
、
ど
う
見
て
も
佛
敎
の
神
像
で
は
な
い
し
、

敎
と
同

な

字
を
ベ
ー
ス
に
し
た
特
殊
な

字
を
護
符
と
し
て
い
る
。
同

じ
北
斗
七
星
の
神
名
は
、
他
經
に
も
み
え
る
。

『
北
斗
七
星
念
誦
儀
軌
』
に
、「
世

は
衆
生
に
（『
金
剛
頂
經
』

七
星
品
の
）
八
星
呪
を

い
た
」
と
言
い
、「
貪
狼
と
破
軍
」
と

二
神
の
名
が
記

さ
れ
る
（
大
正
藏

二
一
、
四
二
四
ａ
）。

ま
た
、
北
斗
七
星
に
よ
る

命
息
災
を

る
『
北
斗
七
星
護

法
』
の
爐
中

で
は
、「
本
命
星
を
中
心
に
置
き
、
六
星
を

わ

せ
る
」
と
し
て
、
そ
の

に
「
至
心
奉

、
北
極
七
星
、
貪
狼

門
、
祿
存

曲
、

貞
武
曲
、
破
軍

星
、
爲
某
甲

、
災
厄

解

、
壽
命

長
、
得
見
百
秋
、
今
作
護

、
唯
願

星
、
降
臨

此
處
、

受
護

、
刑
死
厄

、
記
長
壽
札
、
投
華
爲
座
」（
大

正
藏

二
一
、
四
五
八
ｂ
）
と
い
う
頌
を
載
せ
る
。

北
斗
護

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
『
北
斗
七
星
念
誦
儀
軌
』
の

に
も
、「
至
心
奉

、
北
極
七

娜
羅
、
貪
狼

門
、
祿
存

曲
、

貞
武
曲
、
破
軍

星
、
爲
陀
（
施
）

某
甲
、
災
厄
解

、
壽

命

長
、
得
見
百
秋
、
今
作
曼
荼
羅
、
唯
願
垂
哀
、
降
臨
此
處
、

受
護

、
擁
護
施

某
甲
、
災

解

、
壽
命

長
、

願
從

心
」（
大
正
藏

二
一
、
四
二
四
ｂ
）
と
記

さ
れ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
考
え
れ
ば
、
す
で
に

命
と
結
び
つ
い
た
七
星
の

役

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
天

思
想
に
基
づ
く

と
と
も
に
、
そ
れ
が
展
開
し
た

敎
の
北
斗
七
星
信
仰
の
飜
案
と

も
い
え
る
。

『
梵
天
火
羅
九

』

後
の

敬
白
は
、「
大
梵
天
王
・

釋
天

王
」「
閻
羅
天
子
・
五

大
神
」「
太
山
府
君
・
司
命
司
祿
」「
十

二
宮
神
・
七

九
執
」「
二
十
八
宿
・
藥
叉
藥
叉
女
」「
毘

遮
・

毘

支

多
那
天
等
」
の

神
に
願
う
と

べ
る
（
四
六
二
ｂ
）。

こ
の
中
の
閻

天
子
、
五

大
神
、
太
山
府
君
、
司
命
司
祿
は

六
一

一
行
と
星
宿
信
仰



『
十
王
經
』
に
も
登
場
す
る
神
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

佛
混
淆
の

神
格
で
あ
る
。

こ
の
點
か
ら
『
梵
天
火
羅
九

』
を
考
え
る
な
ら
、
他
の
經
典

と
同
じ
く

敎
の
星
の
信
仰
を

識
し
て
創
ら
れ
た
と
言
え
る34

）。

五
、

敎
の
北
斗
經
典

敎
の
救
濟
思
想
の
中
に
も
、
北
斗
七
星
へ
の
信
仰
に
よ
り
、

人
び
と
の
願
い
を
叶
え
る
こ
と
を

く
經
典
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

『

藏
』
の
洞
眞
部
に
收

さ
れ
る
『
玉
淸
無
上
靈
寶
自
然
北
斗

本
生
眞
經
』（
Ｓ
Ｎ
四
五
）
に
は
、「
天
皇
大

・
紫
微
大

の
七

幼
子
は
、
貪
狼
、

門
、
祿
存
、

曲
、

貞
、
武
曲
、
破
軍
の

星
で
あ
る
」
と
記

さ
れ
、『
佛

北
斗
七
星

命
經
』
と
同
じ

よ
う
に
、
北
斗
七
星
の
星
神
を
祀
っ
て
、
罪
を
除
き
福
を

る
こ

と
が
書
か
れ
る
。

な

敎
經
典
は
『
太
上
玄
靈
北
斗
本
命

生
眞
經
』（
Ｓ

Ｎ
六
二
二
）
と
『
太
上
玄
靈
北
斗
本
命
長
生
妙
經
』（
Ｓ
Ｎ
六
二

三
）
で
あ
る
。
こ
の
二
經
は
、
太
上
老
君
が
永
壽
元
年
（
一
五
五

年
）
正

七
日
に
天
師
（
張
陵
）
に
傳
授
し
た
と
い
う
體
裁
を
と

る
が
、
實
際
は
後
世
に
作
ら
れ
た

敎
經
典
で
あ
る
。

上
記
の
北
斗
經
典
の

立
の
下
限
は
、

か
ら
北

だ
と
も
い

わ
れ
る35

）。
經
典

立
の

後
關
係
は
ど
う
で
あ
れ
、
北
斗
や
干
支

が
關
係
す
る
密
敎
經
典
は
、
中
國
の
信
仰
を
取
り
入
れ
た
中
國

經
典
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、『
太
上
玄
靈
北
斗
本
命

生
眞
經
』
で
は
、

北
斗
第
一
陽

貪
狼
太
星
君
、
子
生
人
屬
之
。
北
斗
第
二
陰

門
元
星
君
、
丑
・
亥
生
人
屬
之
。
北
斗
第
三
眞
人
祿
存

眞
星
君
、
寅

戌
生
人
屬
之
。
北
斗
第
四
玄
冥

曲
紐
星
君
、

卯
・
酉
生
人
屬
之
。
北
斗
第
五
丹
元

貞
綱
星
君
、
辰
・
申

生
人
屬
之
。
北
斗
第
六
北
極
武
曲
紀
星
君
、
巳
・
未
生
人
屬

之
。
北
斗
第
七
天
關
破
軍
關
星
君
午
生
人
屬
之
。

（
第
四
ｂ
〜
第
五
ａ
）

と
本
命
に
當
た
る
生
ま
れ
年
を
記

す
る
。
續
い
て
、
輔
星
（
北

斗
第
八
洞

外
輔
星
君
）、
弼
星
（
北
斗
第
九

光

弼
星
君
）
と
三

臺
（
上
臺

開
德
星
君
、
中
臺
六
淳
司
空
星
君
、
下
臺
曲
生
司
祿
星

君
）
の
神
名
も

ら
か
に
す
る
。

上
記
は
「
こ
の
眞
君
名
は
聞
い
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
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持
念
し
て
心
に
と
ど
め
れ
ば
善

が
あ
り
、
持
誦
す
れ
ば
功
德
は

は
か
り
が
た
い
」、「
そ
の
た
め
、
三
元
・
八

・
生
辰
の
北
斗
が

降
る
日
に
は
、
こ
の
經
を
壇
上
に
置
き
、
轉
經
し
齋

し
、
威
儀

を
保
っ
て
行

す
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
眞
性
を

え
ず
、

見
に

に
お
ち
い
る
こ
と
は
な
い
し
、
常
に
七
元
眞
君
の

屬
の

號
を

持
誦
す
れ
ば
、
善
行
は
圓
滿
し
吉
祥
も
降
る
」（
第
五
ｂ
）
と
も

記

す
る
。

同
書
で
は
「
人
の
性
命
や
五
體
は
、
本
命
星
官
の
掌
握
す
る
と

こ
ろ
に
屬
し
、
本
命
の
神
將
や
本
宿
の
星
官
は
常
に
蔭
な
が
ら
た

す
け
て
、
人
命
を
つ
か
さ
ど
っ
て
、
天
年
（
天
壽
）
を
保
っ
て
く

れ
る
。
凡
俗
の
も
の
は
無
知
で
、

身
（
そ
れ
を
）
悟
ら
な
い
。

そ
の
本
命
眞
君
は
、

年
六
度
人

（
界
）
に
降
っ
て
、
降
っ
た

日
を
本
命
と
し
、
そ
の
期
に
南
陵
使

三
千
人
、
北
斗
眞
君
七
千

神
將
、
本
命
眞
官
が
駕
か
ら
降
り
、
衆
眞
は
悉
く
來
て
擁
護
す
る
。

災
い
を

し
罪
を
懺
い
て
、
福
を

い
生
を

ば
し
、
そ
の
力
に

し
た
が
っ
て

（
法
會
）
を
す
れ
ば
、
福
德
は

す
」（
第
五
ａ

〜
ｂ
）
と
言
う
。
し
か
も
、
星
神
は
「

年
六
度
人

に
降
る
」

（
第
五
ｂ
）
と
あ
る
の
は
、『
梵
天
火
羅
九

』
の
「
葛
仙
公
禮
北

斗
法
」
の
「
本
命
の
元
神
を
祭
る
日
は
、
年
に
六
日
あ
る
」
と
軌

を
一
に
す
る
。

經
典
の
末
尾
に
は
、
家
に
『
北
斗
經
』
が
あ
れ
ば
、「
本
命
は

眞
靈
を
降
し
」「
宅

は
安
寧
を
得
る
」「
父
母
は
長
生
を
保
ち
」

「

厭
は

し
て
塵
と
な
る
」「
萬

は
自
ず
か
ら
正
に

す
」

「
營
業
は

を
得
る
」「

門
は
自
ず
か
ら
康
健
」「
子
孫
は
榮

を
保
ち
」「
五
路
は
自
ず
か
ら

し
」「
衆

は
永
く

滅

し
」「
六
畜
は
興
生
を
保
ち
」「
疾
病
は

を
得
る
」「
財
物
は

し
な
い
」「

事
は
永
く

こ
ら
ず
」「
長
く
利
貞
を
亨
け
る

こ
と
を
保
つ
」（
第
八
ｂ
〜
第
九
ａ
）
と
利

を
羅
列
す
る
。

『
太
上
玄
靈
北
斗
本
命

生
眞
經
』
は
、
佛
敎
經
典
と
目
指
す

と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
經
に
は
星
神
の
圖
や
符

は
書
か
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ら
が

密
に
傳
授
さ
れ
て
い
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
後
に
は
、『
太
上
玄
靈
北
斗
本
命

生
眞
經

』（
Ｓ
Ｎ
七
五
一
）
な
ど

釋
書
が
作
ら
れ
、
神
像
や
符
な
ど
も

示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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六
、
結
語

一
行
は
大
日
經
系
の
密
敎
の

承

で
あ
り
、
多
く
の
星
に
關

わ
る
密
敎
經
典
や
儀
軌
の
飜
譯

と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
一
行
が
宮

廷
に
も
貢

す
る
天

學

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
當
時
の

天

學
と
占
星

は
不

不
離
の
關
係
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
正

史
で
は
特
殊
技
能

の
部
門
に
記

さ
れ
、

傳
で
も
占
星

の

側
面
が

さ
れ
た
。

一
行
の
飜
譯
と
さ
れ
る
星
へ
の
信
仰
と
そ
の
儀
禮
に
關
わ
る
多

く
の
密
敎
經
典
は
、
實
際
に
飜
譯
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

譯
經
に
も
天

に
も

じ
た
一
行
が
、
宿
星
經
典
を
飜
譯
す
る
こ

と
は
容
易
だ
っ
た
の
で
、
當
人
の
關
與
が
確
實
で
な
く
と
も

「
譯
」、「
修

」
と
さ
れ
た
。

『
梵
天
火
羅
九

』
は
、
イ
ン
ド
や
西
方
と
中
國
の
天

占
星

を
融
和
し
て

立
し
た
と
考
え
る
。
七

や
北
斗
七
星
は
實
在
の

天
體
で
あ
り
、
中
國
で
も
早
く
か
ら
星
へ
の
信
仰
や
占
星

に
取

り
入
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
イ
ン
ド
天

學
の

識
、
つ
ま
り

の

昇
交
點
の
羅

と
、
降
交
點
の
計

が
加
え
ら
れ
た
。
九

へ
の

信
仰
は
、
天

識
が
混
淆
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
發
展
し
た
と
考

え
る
。

ま
た
、
一
行
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
「
九

曼
荼
羅
」
も
、
獨

自
の
マ
ン
ダ
ラ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
他
に
も
、
九
に
區

さ
れ

る
マ
ン
ダ
ラ
は
「
金
剛
界
曼
荼
羅
」
に
九
會
が
あ
り
、「
北
斗
曼

荼
羅
」
の
中
心
部
も
九
の
數
と
な
る
。「
九

曼
荼
羅
」
も
星
の

九
點
は
、

で
た
し
て
も
・

で
た
し
て
も
・

に
た
し
て
も
總

和
が
常
に
三
な
る
。
こ
れ
は
安
定
し
た
神

性
を
示
し
、
圖
形

に
も
重

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

一
行
に

託
さ
れ
た
經
典
の
『
梵
天
火
羅
九

』
は
、
星
供
の

信
仰
を
廣
め
、
そ
の
星
へ
の
信
仰
に
、
土

は

、
水

は

彌
勒
、
木

は
藥
師
、
火

は

空
藏
、
金

は
阿
彌
陀
、

は
勢
至
、
日

は
千
手

、
計

は
釋

、
羅

は
不
動

王

と
本
地
佛
を
相
當
さ
せ
「
九

曼
荼
羅
」
は

立
し
た
と
考
察
す

る36
）。

＊
參
考

・
春
日
禮
智
「
一
行
傳
の

究：

志
那
古
今
人
物
略
傳
（
四
）」（『
東

洋
史

究
』）
七
（
一
）：

三
一

四
四

一
九
四
二
）
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・
加
地
哲
定
「
大
衍

考
」（『
密
敎

』
第
三
三
〜
三
五
號

收

一
九
五
六
〜
一
九
五
八
）

・
水
原

一
「
一
行
阿

梨
流
罪

話
の
考
察
」（『
駒
澤
國

』
第
一

四
號

收

一
九
七
七
）

・
森
田

僊
仙
『
密
敎
占
星
法
』（
臨
川
書
店

一
九
八
三
）

・
岩
原
諦
信
『
星
と
眞
言
密
敎
』（
東
方
出
版

一
九
八
八
）

・
長
部
和
雄
『
一
行
禪
師
の

究
』（
北
辰
堂

一
九
九
〇
）

・
武
田
和
昭
「
東
寺
寶
菩
提
院
舊
藏
星
曼
荼
羅
圖

闕
に
つ
い
て
」

（『
密
敎

』
第
一
八
三
號

收

一
九
九
三
）

・
蘇

佳
瑩
「
日
本
に
お
け
る
熾

光
佛
圖
像
の
考
察
」（『
美

史
論

集
』

神

大
學
美

史

究
會

第
一
一
號

收

二
〇
一
一
）

・
宇
代
貴

「
圓
形
式
北
斗
曼
荼
羅
考
｜
高
山
寺
藏
『
宿

占

抄
』

を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
美

史
論
集
』
第
一
二
號

收

二
〇
一
二
）

・
矢
野

雄

補
改
訂
『
密
敎
占
星

』（
東
洋
書
院

二
〇
一
三
）

・Jeffrey
K
o
ty
k

「

字
圈
の

學
に
お
け
る
西
方
占
星

の

素：

東
西

交
流
に
お
け
る
佛
敎
の
役

」（『
駒
澤
大
學
佛
敎

學

究
』
第
一
九
號

收

二
〇
一
六
）

・
松
下
健
二
「「
一
行
阿

梨
」
は

雲
の

喩
か
｜

慶
本
『
平
家

物
語
』
を
讀
み
な
お
す
｜
（
學

院
大
學
人

科
學

究

『
人

』
一
四
號

收

二
〇
一
七
）

・
拙
論
「
星
と
密
敎
｜
北
斗
七
星
へ
の
信
仰
｜
」（
高
橋

夫
・
他

『

期
密
敎
』
春
秋
社
、
二
〇
一
三
）

・
拙
論
「
一
行
禪
師

話
の
背
景
と

託
經
典
」（『
豐
山
敎
學
大
會
紀

』
四
六
號
、
二
〇
一
八
年
）

本
稿
の
豫
論

１
）
「
開
元
大
衍

」
へ
の
改

は
、

令

と
共
に

游
儀
や

水

渾

（
水
力
式
天
球
儀
）
を
作

し
て
天
體

測
を
お
こ
な

い
、
更
に
南
宮

と
と
も
に
北
は
鐡
勒
か
ら
南
は
交
州
に
至
る
大

規
模
な
子
午
線
測
量
を
行
っ
て
、
緯
度
差
一
度
に
相
當
す
る
子
午

線
弧
長
が
三
百
五
十
一
里
八
十

（
約
百
二
十
三

.

七
粁
）
と
い

う
結
果
を
算
出
し
、
そ
れ
ら
の

測
結
果
に
基
づ
い
た
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
「
大
衍

」
は
、
日
本
に
は

留
學
生
・
吉
備
眞
備

に
よ
り
天
平
七
年

七
三
五
年
）
に

入
さ
れ
、
百
年

に
わ
た

っ
て
用
い
ら
れ
た
。

2
）
『
舊

書
』（
九
四
五
年
）
方
伎
傳

『
大
衍
論
』
三

『
攝

伏
藏
』
十

『
天
一
太
一
經
』

一

『
太
一
局
遁
甲
經
』
一

『
釋
氏
系

』
一

・
張
太
素

『
後
魏
書
』（
百

）

の
「
天

志
」

『
新

書
』（
一
〇
六
〇
年
）
藝

志

『

易
論
』

『
大
衍
玄
圖
』
一

『
義
決
』
一

『
大
衍
論
』
二
十

李
吉

『
一
行
易
』

『

史
』（
一
一
六
一
年
）
藝

略

『
六
定
露

訣
』
一

六
五

一
行
と
星
宿
信
仰



『

史
』（
一
三
四
五
年
）
藝

志

『
天
眞
皇
人
九
仙
經
』
一

『
開
元
大
衍

議
』
十
三

『
大
正
新
修
大
藏
經
』

『
金
剛
頂

伽
中
略
出
念
誦
經
』
四

（
大
正
藏
№
八
六
六
）

『
藥
師
瑠
璃
光
如
來

災
除

念
誦
儀
軌
』
一

（
大
正
藏

№
九
二
二
）

『
大
毘
盧
遮
那
佛
眼
修
行
儀
軌
』
一

（
大
正
藏
№
九
八
一
）

『
大
毘
盧
遮
那

佛
經
疏
』
二
〇

（
大
正
藏
№
一
七
九
六
）

『
宿

儀
軌
』
一

（
大
正
藏
№
一
三
〇
四
）

『
七

星
辰
別
行
法
』
一

（
大
正
藏
№
一
三
〇
九
）

『
北
斗
七
星
護

法
』
一

（
大
正
藏
№
一
三
一
〇
）

『
梵
天
火
羅
九

』
一

（
大
正
藏
№
一
三
一
一
）

『
曼
殊
室
利
焔
曼
德

萬
愛

如

法
』
一

（
大
正
藏

№
一
二
一
九
）

『
金
剛
頂
經
毘
盧
遮
那
一
百
八

法
身

印
』
一

（
大
正

藏
№
八
七
七
）

3
）

ト
カ
ラ
（
吐
火
羅
・

邏
・
土
豁
羅
・
吐
呼
羅
）
は
、『
隋

書
』、『

書
』、『
大

西
記
』
に
基
づ
き
ト
カ
ー
レ
ス
タ
ー
ン

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

び
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
に
ま
た
が
る
地
域
）
と
す
る

も
あ
る
。
ま
た
、
タ
イ
・
メ
ナ

ム
河
下
流
域
の
ヴ
ァ
ー
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
（

羅
鉢
底
）
王
國
に
推

定
す
る

、『
日
本
書
紀
』
に

邏
國
か
ら
來

の
記
事
あ
り
、

非
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
地
域
と
す
る

、

鮮

島
の
加
耶
や
、

伽
羅
國
（
獅
子
國
・
セ
イ
ロ
ン
島
）
等
と

が
あ
る
。
あ
る
い

は
、
黑
を
表
す
梵
語k

a
la

に
因
む
か
、
羅

遏
羅
師
・
計

遏

羅
師
に
關
わ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
果
羅
國
が
ど
こ
に
あ
る
か
は

特
定
で
き
な
い
。

4
）
『
新
日
本
古
典

學
大
系
』
四
四
（
岩
波
書
店

一
九
九
一
）

「
昔
大

の
一
行
阿

梨
は
玄
宗
皇

の
御
侍

に
て
お
わ
し
け

る
が
、
玄
宗
の
后
、
楊
貴
妃
に
名
を
立
ち
給
へ
り
。
昔
も
い
ま
も
、

大
國
も
小
國
も
、
人
の
口
の
さ
が
な
さ
は
、
跡
か
た
な
き
事
な
り

し
か
共
、
其
疑
に
よ
っ
て
果
羅
國
へ
な
が
さ
れ
給
。
件
の
國
へ
は

三
つ

あ
り
。
林
池

と
て
御
幸
み
ち
、
幽
地

と
て

人
の
か

よ
ふ

、

穴

と
て
重
科
の

を
つ
か
わ
す

也
。
さ
れ
ば
彼

一
行
阿

梨
は
大
犯
の
人
な
れ
ば
と
て
、

穴

へ
ぞ
つ
か
は
し

け
る
。
七
日
七
夜
が

、

日
の
光
を
見
ず
し
て
行

也
。
冥
々

と
し
て
人
も
な
く
、
行

に

ま
よ
ひ
、
深
々
と
し
て
山
ふ
か

し
。
只
㵎
谷
に
鳥
の
一
聲
ば
か
り
に
て
、
苔
の
ぬ
れ
衣
ほ
し
あ
へ

ず
。
無
實
の
罪
に
よ
（
ッ
）
て

流
の
重
科
を
か
う
ぶ
る
事
を
、

天

あ
は
れ
み
給
て
、
九

の
か
た
ち
を
現
じ
つ
ゝ
、
一
行
阿

梨
を
ま
も
り
給
。
時
に
一
行
右
の
指
を
く
い
ひ
（
ッ
）
て
、
左
の

袂
に
九

の
か
た
ち
を
寫
れ
け
り
。
和

兩

に
眞
言
の
本

た

る
九

の
曼
陀
羅
是
也
」。
他
の
平
家
物
語
の

本
で
は
、
更
に

傳
承
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。『
長
門
本
』
で
は
、「
楊
貴
妃
は
仙
女

で
、
安
祿
山
が
讒
言
し
た
。
玄
宗
が
貴
妃
の

を
描
か
せ
る
と
、

一
行
は
筆
を
落
と
し
臍
下
に

（
貴
妃
も
同

に
黑
子
）
が
つ
い

六
六

一
行
と
星
宿
信
仰



た
」
と
あ
る
。『

慶
本
』
で
は
、
上
記
加
え
「
貴
妃
は
三

耶

戒
を
希

し
た
が
、
一
行
は
菩
薩
淨
戒
を
授
戒
し
た
」
と
の
記

も
あ
る
。
ま
た
、『
源
平

記
』
で
は
、「
一
行
が
『
貴
妃
の
臍

下
に
黑
子
が
あ
る
か
ら
野
邊
に
死
す
』、『
玄
宗
の
背
に
黑
子
が
あ

る
か
ら
思
い
死
す
る
』
と
占
い
、
兩

の
身
體
に
黑
子
が
あ
っ
た

た
め
、
一
行
は
（
貴
妃
と
の
密

の
）
嫌
疑
を
う
け
た
。
流
罪
は

保
留
に
な
る
が
、
弟
子
・
賢

の
讒
言
で
流
罪
に
な
っ
た
」
と
大

幅
な

話
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。
他
の
演
藝
に
お
い
て
も
、
能

「

法
師
」
の
中
の
シ
テ
で
一
行

話
を
揷
入
し
た
り
、
平
家
琵

琶
の

獨
演
奏
も
あ
る
。

5
）

五
代
後
晉
の
劉

等
の
奉
敕

で
、
開

二
年

九
四
五
）
に

完

、

二
〇
〇

。
本
稿
は
中
華
書
局
標
點
本
（
第
一
六

）

五
一
一
一
〜
五
一
一
三
頁
に
基
づ
く
（
た
だ
し
、
句
點
な
ど
は
改

め
た
）。

6
）

・
五
代
・
北

期
の
高

の
傳
記
を
集
め
た
書
物
の
こ
と

で
あ
る
。
三
〇

、
北

の

寧
に
よ
る
奉
敕

、
端
拱
元
年

九
八
八

）
の

立
。『
大
正
新
脩
大
藏
經
』

五
〇
收

。

7
）

儒
佛

の
三
敎
の

立
と
神
々
や
佛
菩
薩
の
傳
記
が
七

に
ま

と
め
ら
れ
、

六
に
は
「
一
行
禪
師
」
の
項
目
が
あ
る
。
本
稿
で

は
上

古

出
版
社
の
影
印
本
を
參
考
に
し
た
。

8
）
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』

五
〇
に
收

さ
れ
る
が
、

、

立
年
代
は
不

で
あ
る
。

9
）

一
行
、
姓
張
氏
、
先
名

、
魏
州
昌

人
、
襄
州

督
、

國
公
公

之
孫
也
。
父
擅
、
武
功
令
。
一
行
少
聰

、
博

經
史
、

尤

、
陰
陽
、
五
行
之
學
。
時

士
尹
崇
博
學
先

、
素
多

墳

。
一
行
詣
崇
、
借
揚
雄
『
太
玄
經
』、
將

讀
之
。
數
日
、

復
詣
崇
、

其
書
。
崇
曰
「
此
書

指
稍
深
、
吾

之
積
年
、

不
能
曉
、
吾
子
試
更

求
、
何
遽
見

也
」
一
行
曰
「
究
其
義

矣
。」
因
出

『
大
衍
玄
圖
』

『
義
決
』
一

以
示
崇
。
崇
大

驚
、
因
與
一
行
談
其

、
甚
嗟
伏
之
。
謂
人
曰
「
此
後
生

子

也
」、
一
行
由
是
大
知
名
。
武
三
思
慕
其
學
行
、
就

與
結
交
、

一
行

匿
以

之
。

出
家
爲

、

於
嵩
山
、
師
事
沙
門

寂
。

睿
宗

位
、
敕
東

留
守
韋
安
石
以
禮
征
。
一
行
固
辭
以
疾
、
不

應
命
。
後

荆
州
當
陽
山
、
依
沙
門
悟
眞
以

梵
律
。

10
）

開
元
五
年
、
玄
宗
令
其
族
叔
禮
部

中
洽
齎
敕
書
就
荆
州

之
。
一
行
至
京
、
置
於
光
太
殿
、
數
就
之
、
訪
以
安
國
撫
人
之

、

言
皆
切
直
、
無
有

。
開
元
十
年
、
永
穆
公

出
降
、
敕
有
司

優
厚
發

、
依
太
平
公

故
事
。
一
行
以
爲
高
宗
末
年
、
唯
有
一

女
、

以
特
加
其
禮
。

太
平
驕

、
竟
以
得
罪
、
不
應
引
以
爲

例
。
上

其
言
、
遽

敕
不
行
、
但
依
常
禮
。
其

諍
皆
此

也
。

一
行
尤

、

『
大
衍
論
』
三

、『
攝

伏
藏
』
十

、

『
天
一
太
一
經
』

『
太
一
局
遁
甲
經
』、『
釋
氏
系

』
各
一

。

時
『
麟
德

經
』
推

漸
疏
、
敕
一
行
考

代

家

法
、
改

新

、

令

府
長
史

令

等
與
工
人
創

游
儀
、
以
考

七

行
度
、
互
相
證

。
於
是
一
行
推
『

易
』
大
衍
之
數
、
立

衍
以
應
之
、
改

『
開
元
大
衍

經
』。
至
十
五
年
卒
、
年
四
十

六
七

一
行
と
星
宿
信
仰



五
、
賜
諡
曰
「
大

禪
師
」。

11
）

、
一
行
從

東
臺

人
太
素
、

『
後
魏
書
』
一
百

、
其

『
天

志
』
未

、
一
行
續
而

之
。
上
爲
一
行
制

、
親
書

于
石
、
出

庫
錢
五
十
萬
、
爲

塔
於
銅
人
之
原
。

年
、
幸

湯
、

其
塔

、

騎
徘
徊
、
令
品
官
就
塔
以

其
出
豫
之

。

更
賜
絹
五
十

、
以
蒔
塔

松
柏
焉
。

、
一
行
求
訪
師

、
以

窮
大
衍
、
至
天
臺
山
國
淸
寺
、
見
一
院
、
古
松
十
數
、
門
有
流
水
。

一
行
立
於
門
屛

、
聞
院

於
庭
布
算
聲
、
而
謂
其
徒
曰
「
今
日

當
有
弟
子
自

求
吾
演
算
法
、
已
合
到
門
、
豈
無
人

也
」

除
一
算
。

謂
曰
「
門

水
當

西
流
、
弟
子
亦
至
」。
一
行
承

其
言
而
趨
入
、
𥡴
首

法
、
盡
受
其

焉
、
而
門

水
果

西
流
。

士

和

嘗
謂
尹
音
曰
「
一
行
其

人
乎
。

之
洛
下

、

云
「
後
八
百

當
差
一
日
、
必
有

人
正
之
。
今
年
期
畢
矣
、
而

一
行

『
大
衍
』。
非

人
而
何
」。

12
）

釋
一
行
。
俗
姓
張
。
鉅
鹿
人
也
。
本
名

則
。

佐
命

國

公
公

之
支
孫
也
。

不
群
聰

利
。
有
老

之
風
。
讀
書

不

已

誦
矣
。
因

寂
禪
師
大
行
禪

。

心
衆
。
乃
悟

世
幻
禮
寂
爲
師
出
家
剃
染
。

誦
經
法
無
不

諷
。
寂
師
嘗
設
大

會
。

沙
門
如
期
必
至
。
計

千
衆
。
時
有

士
盧

居
於

別
峯
。

高
學
富
。

廷
累
降
蒲
輪
。

辭
不

。
大
會

事
先

爲

序

社
。
是
日

自
袖
出
其

。
置
之
機
案
。
鍾

梵

作
。

謂
寂
公
曰
。
某
爲
數
千
百
言
。
況
其
字
僻

古
。

求

俊

宣
之
。
當
須
面
指

而
授
之
。
寂
公
呼
行
。
伸
紙

而

微
笑
復
置
機
案
。

怪
其

。

聚
於
堂
中
。
行
乃
攘
袂
而

。
抗

典
裁
一
無

。

愕

久
之
。
降
歎
能
已
。
復
謂
寂

公
曰
。
非
君

能
敎

也
。
當

其

學
。
自
是
三
學
名
師
罕
不

咨
度
。
因

當
陽

眞
纂

律
藏
序
。
深

尼
。
然
有
陰
陽

緯
之
書
。
一
皆
詳
究
。

訪
算

不
下
數
千
里
。
知
名

詢

焉
。（
大
正
藏

五
〇

七
三
二
ｃ
）

13
）

末
至
天
臺
山
國
淸
寺
。
見
一
院
。
古
松
數
十

門
枕
流

淡
然

岑
寂
。
行
立
于
門
屛
聞
院
中
布
算
。
其
聲

然
。

謂
侍

曰
。

今
日
當
有
弟
子
自

求
吾
演
算
法
。
計
合
到
門
必
無
人

耶
。

除
一
算
子
。

謂
侍

曰
。
門

水
合
却
西
流
弟
子
當
至
。
行

承
其
言
而
入
。
𥡴
首

法
盡
授
其
決
焉
。
門

水
復
東
流
矣
。
自

此
聲
振

。
公
卿

甚
。
玄
宗
聞
之
詔
入
。
謂
行
曰
。
師
有
何

能
。
對
曰
。
略
能
記

他
無

長
。

命
中
官
取
宮

以
示
之
。

行

方
畢

其
本
。
記
念

熟
如
素

。
唱
數
幅
後
。

不

覺
降

𥡴
首
曰
。
師
實

人
也
。
嗟
歎
良
久
。

乃
詔
對
無
恒
。

占
其
災
福
若
指
于
掌
。
言
多
補

。
時

和

人
莫
窺
其

際
。

謂
尹
音
曰
。
一
行
和

眞

人
也
。

洛
下

云
。

八
百

當
差
一
日
。
則
有

人
定
之
。
今
年
期
畢
矣
。
屬
大
衍

出
。
正
其
差
謬
、
則
洛
下

之
言
可
信
。
非

人
孰
能
預
於
斯
矣
。

（
七
三
二
ｃ
〜
七
三
三
ａ
）

14
）

於
金
剛
三
藏
學
陀
羅
尼

印
。
登

佛
壇
受
法
王
寶
。
復
同

無
畏
三
藏
譯

盧
遮
那
佛
經
。
開
後
佛
國
。
其
傳
密
藏
必
抵
淵
府

也
。
睿
宗
玄
宗
竝

入

集
賢
院
。

詔

興

寺
。

飜
之
經

六
八

一
行
と
星
宿
信
仰



疏
七

。

攝

伏
藏
六
十

。
釋
氏
係

一

。
開
元
大

衍

五
十
二

。
其

入

書

律
志
以
爲
不
刊
之
典
。

游
儀

赤
二

。
以
鐵

規
。
於
院
製
作
。（
七
三
三
ａ
）

15
）
『
大
正
新
修
大
藏
經
』
で
は
『
大
毘
盧
遮
那

佛
神
變
加
持
經
』

（
№
八
四
七
）
は
七

、『
大
毘
盧
遮
那

佛
神
經
疏
』（
№
一
七

九
六
）
は
二
〇

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

の
『
大
日
經

疏
』
は
『
大
日
經
』
の
飜
譯
を
指
す

16
）

有
王
媼

。
行

里
之
老
嫗
。
昔
多

行
之
貧
。

行
顯

常
思
報
之
。
一
日

云
。
兒
子

人

就
誅
矣
。
況
師

王

重
。
乞
奏
減
死
以
供
母
之

。
如
是
泣
涕

數
四
。
行
曰
。
國

家
刑

豈
有
論

而
得

耶
。
命
侍

給
與
若
干
錢
物
。
任
去
別

圖
。
媼
戟
手
曼
罵
曰
。
我
居

給

互
。
繃
褓

抱

汝
。
長

何

此
惠
耶
。
行
心
慈
愛

夕
不

。
於
是

算
畢
召
淨
人
。

戒
之
曰
。
汝
曹

布
囊
於
某
坊

靜
地
。
午
時
坐
伺
得
生

。
投

囊

。

日
果
有

引
豚
七
箇
。
淨
人
分
頭

母
走
矣
。

得
豚
而

。
行
已
備

甕
。

一
入
之
閉
蓋
。
以
六
乙
泥
封
口
。

誦
胡
語
數

而
止
。
投

中
官
下
詔
入
問
云
。
司
天

奏
。
昨
夜

北
斗
七
座
星

不
見
何
耶
。
對
曰
昔
後
魏
曾
失

惑
星
。
至
今

車
不
見
。
此
則
天
將
大

於
陛
下
也
。
夫

夫

不
得
其

。

隕
霜
天
旱
。

德

感
乃
能

之
。
感
之
切

其
在
葬
枯
骨
乎
。

釋
門
以
慈
心
降
一
切

。
微

曲
見
莫
若
大
赦
天
下
。
玄
宗
依
之
。

其
夜
占
奏
。
北
斗
一
星
見
。
七
夜
復

。
其

不
可
測
也
。（
七

三
三
ａ
〜
ｂ
）

17
）

開
元
中
嘗
旱
甚

令

雨
曰
。
當
得
一

上
有

方
可

致
雨
。
敕
令
中
官
同
於

庫
中

之
。
皆
言
弗

。
數
日
後
指

一
古

鼻
盤

。
喜
曰
。
此
眞

也
。
乃
將
入
壇
場
一
日
而
雨
。

其
異

感
爲
若
此
也
。
玄
宗
在
大

宮
。
從
容
密
問
社
稷
吉
凶

祚

畢
事
。
行
對
以
他
語
。

詢
之
不
已
。

曰
。
陛
下
當

有
萬
里
之
行
。

曰
。
社
稷
畢
得

吉
。

大

。
復

一
金

合
子
。
形
若

丸
。

貯
物
撼
必
有
聲
發
之
不
得
。
云
有

則
開
。

幸
蜀
倉

斯
事
。

到

忽
憶

之
。
則
藥
分
中
當

也
。

曰
。
伊
藥
產
於
此
。
師
知

至
蜀
當

也
。
復
見
萬

里
橋
。
曰
一
行
之
言
信
其
神
矣
。
命
中
官
焚
香

之
。
乃

謝
也
。

昭
宗

封
吉
王
。
至
太
子
德
王
。

爲

滅
。

行
之
言
。
社

稷
畢
得

吉
也
。（
七
三
三
ｂ
〜
ｃ
）

18
）

開
元
十
五
年
九

於
華
嚴
寺
疾
篤
。
將
輿
病
入
辭
。
小

而
止
。

玄
宗
此
夜
夢
瞰
禪
居
。
見

牀
紙

開

。
曉
而

問
。
一
如

。
乃
詔
京

名
德
。
致
大

場
爲
行

福
。

疾
微
愈
。
其
寵

愛
如
是
。
十

八
日
隨
駕
幸
新
豐
。
身
無

患
口
無
一
言
。
忽
然

浴
香
水
換
衣

坐
。
正
念
怡
然
示
滅
。
一
云
辭

玄
宗
。
後
自
駕

。
東
來
嵩
山

禮
本
師
。

寂
也
。
時
河
南
尹
裴

正

寂
。

寂
云
。
有
少
事
未
暇
與
大
尹
款
話
上
。
且

休
息
也
。

乃

屛
從
人
止
於
旁
室
伺
寂
何
爲
。
見

淨
正
堂
焚
香

坐
如
有

待
。

斯
須
叩
門

聲
云
。
天
師
一
行
和

至
。

號
天
師
始
見
於
此
。

言
天
子
師
也

行
入
頗

切
之

禮
寂
之
足
。
附
耳
密
語
。
其
貌

愈
恭
。
寂
但
頷

曰
。
無
不
可

。
語
訖

禮
。
禮
語

。
寂
唯

六
九

一
行
と
星
宿
信
仰



言
是
是
無
不
可

。
行
語
訖
降
階
入
南
室
自
閉
其

。
寂
乃
徐
召

侍

曰
。

聲
鍾
。
一
行
已
滅
度
。
左
右
疾
走

之
瞑
目
而
坐
。

手
掩
伺
息
已

。
四
衆
弟
子
悲
號
沸

撼
動
山
谷
。
乃
停
神
於

極
寺
。
自

葬
凡
經
二
七
日
。
爪
甲
不
變
髭

更
長
。
形
色
怡

時
衆
驚
異
。

奏
悲
愴
曰
。
禪
師

。
深
用
哀
慕
。
喪
事

官
供
。
詔
葬
於
銅
人
原
。
諡
曰
大

禪
師
。
御

塔
銘
。
天
下
釋

子
榮
之
。（
七
三
三
ｃ
）

19
）

そ
の
來

は
、「

書
」
に

ら
か
な
よ
う
に
、
長
谷
寺

喜

院
・
快

の
元
本
を
慈
順
が
校
訂
し
、

に
江

末
期
に
根

生
院
・

肝
が
手
寫
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
は
、「

治
五
年

八

書
寫
。
以
四
本

之
。
玄
證
正
德
三
巳
年
。
以
栂
尾
本
寫
之
。

旭

四
年
書
之
宥
證

和
四
亥
年
以
御
室
眞
乘
院
法
務

大

正
宥
證
大
和

本
寫

。
智
積
院
動

政
五
丑
年
以
右

本
書
之
。
洛
北
福

密
寺
秀
陽
享
和
二
壬
戌

以
件
本

正
上
木

行
於

天
。
和
州
豐
山
長
谷
寺

喜
院
沙
門
快

記

以
傳
領
之

本
對

加
筆
畢

慈
順

政
三

庚
辰
季
秋
朔
日
以
秀
陽

梨
去
享
和
三
年

豐
山
之
日
令
密
榮
傳
寫
之
本
於
東
武
湯
島
根

生
役
寮
自
手
寫

之
了

肝

年
四
十
三
戒
三
十
七
）

（
大
正

藏

二
一
、
四
六
二
ｃ
）

20
）

曰
。

曩
阿
素

三
合
）

邏

惹
野
塞

野
曩

名
位
）

底
伽
哩

婆
訶
（
四
五
九
ｂ
〜
ｃ
）

21
）

眞
言
。

命

日
利

娑
婆
賀

眞
言
曰
。

泥

作

二
合
）

羅
曩
乞

二
合
）

二
合
）跛
羅

二
合
）訶
曩

娑
野

名
位
）

瑟
底

二
合
）

哩
娑

二
合
）賀

眞

言
。

戍
戍

二
合
）

二
合
）邏

二
合
）邏
若

名
位
）室
哩
娑
婆

二
合
）賀

（
四

五
九
ｃ
）

22
）

曰
。

俱
悉
陀
他
姪
佗
利
多
崖

崖
紫
紫

婆
訶

曰
。

母

曩
乞

二
合
）娑

二
合
）

曩

名
位
）

努

二
合
）

二
合
）賀

心
呪
曰
。

蘇
底
哩

二
合
）瑟

婆
訶

（
四
五
九
ｃ
〜
四

六
〇
ａ
）

23
）

曰
。

命

吠
尾
毘
娑
婆
訶

眞
言
曰
。

戍

上
）

二
合
）邏
若

名
位
）室
哩
娑
婆

訶
（
四
六
〇
ｂ
）

24
）

眞
言
曰
。
曩
謨
羅

曩

二
合
）

羅
夜

引
）野
曩
莫
素
哩
野
薩

曩
乞

羅

二
合
）

二
合
）羅
惹
野

阿

謨
伽
寫

名
位
）設
底

去
）

婆
訶

七
〇

一
行
と
星
宿
信
仰



（
四
六
〇
ｂ
〜
ｃ
）

25
）

火
星
眞
言
曰
。

命

訶
利

多

婆
訶

眞
言
曰
。

阿

羅

野

名
位
）娑
婆

二
合
）

賀

（
四
六
〇
ｃ
〜
四
六
一
ａ
）

26
）

曰
。

日
羅

二
合
）計

曩

引
）曩
乞

二
合
）

羅

二

合
）邏
惹
野

名
位
）

（
四
六
一

ａ
〜
ｂ
）

27
）

曰

上
）

羅

二
合
）

曩
乞

二
合
引
）

羅

二
合
）邏

惹
野

名
位
）設
底

婆
賀

（
四

六
一
ａ
〜
ｂ
）

28
）

木
星

曰
。
曩
謨
三
曼
多

喃

印
那
羅
野
娑
婆
訶

眞
言

曰
。

婆
羅

二
合
）訶
薩
鉢

二

合
）底
曩

地
比
多

曩

二
合
）

野

名
位
）

二
合
）寧
婆

二
合
）賀

引
）

四
六
一
ｂ

〜
ｃ
）

29
）

日
天
眞
言

曩
謨
羅

曩

二
合
）他
羅
夜

引
）野
曩
莫
素
哩
野

薩曩
乞

二
合
）

二
合
）

惹

野

引
）阿
謨
伽
寫
野

名
位
）設
底

去
）

二
合
引
）賀
（
引
）

天
眞
言

上
）

羅

二
合
）曩
乞

二
合
引
）

羅

二
合
）

惹
野

名
位
）設
底

二
合
）賀

引
）

南
方
火
星
眞
言

阿

野

名
位
）娑

二
合
）賀

引
）北

方
水
星
眞
言

母

曩
乞
赦

二
合
）

羅

二
合
）娑

曩

名
位
）

努

二
合
）

二
合
）賀

引
）

東
方
木
星
眞
言

婆
羅

二
合
）訶
薩
鉢

二
合
）底
曩

地
比

多
曩

二
合
）野

名
位
）

二
合
）寧
婆

二
合
）賀

引
）

曰
。

命

吠
尾
毘
娑
婆
訶

眞
言
曰
。

戍

上
）

二
合
）邏
若

名
位
）室

哩
娑
婆
訶

（
四
六
〇
ａ
〜
ｂ
）
西
方
金
星
眞
言

戍

上
）

羅

二
合
）

二
合
）

二
合
）邏
若
野

名
位
）室
哩

二
合
）

哩
娑

二
合
引
）賀

引
）

中
方
土
星
眞
言

泥
吃
赦
作

二
合
）

曩
乞
赦

二
合
）

二
合
）跛

二
合
）訶

引
）

曩

娑
野

名
位
）

瑟
底

二

合
）

哩
娑

二
合
）賀

引
）

羅

星
眞
言

曩
阿
素

二
合
）羅
邏
惹
野
塞

曩

野

名
位
）

底

哩

二
合
）賀

引
）

計

星
眞
言

日
羅

二
合
）計

曩

引
）曩
乞
赦

二
合
）

七
一

一
行
と
星
宿
信
仰



羅

二
合
）邏
惹
野

名
位
）

娑

賀

（
大
正
藏

二
十
一

四
二
八
ｃ
〜
四
二
九
ａ
、
傍
線
は
『
梵
天
火
羅
九

』
と
異
な
る

部
分
）

30
）

日
宮
占
災
攘
之
法
第
一

で
は
「
形
如
人
而
似
獅
子
頭
。
人
身

天
衣
。
手
持
寶
瓶
而
黑
色
。」（
四
二
六
ｃ
）
と
あ
り
⑤
に
あ
た

る
。

宮
占
災
攘
之
法
第
二

で
は
「
形
如
天
女

靑
天
女
衣

持
寶
劍
。」（
四
二
六
ｃ
）
と
あ
り
⑧
に
あ
た
る
。

木
宮
占
災
攘

之
法
第
三

で
は
「
形
如
人
人
身

頭
。

天
衣
隨
四
季
色
。」

（
四
二
六
ｃ
〜
四
二
七
ａ
）
と
あ
り
⑨
に
あ
た
る
。

火
宮
占
災
攘

之
法
第
四

で
は
「
形
如

黑
色
向
天
大
呼
。」（
四
二
七
ａ
）
と

あ
り
⑥
に
あ
た
る
。

土
宮
占
災
攘
之
法
第
五

で
は
「
形
如
婆

羅
門
騎
黑
沙
牛
。」（
四
二
七
ａ
）
と
あ
り
②
に
あ
た
る
。

金
宮

占
災
攘
之
法
第
六

で
は
「
形
如
天
女
手
持
印
騎
白
雞
。」（
四
二

七
ｂ
）
と
あ
り
④
に
あ
た
る
。

水
宮
占
災
攘
之
法
第
七

で
は

「
形
如
黑
蛇
有
四
足
而

蟹
。」（
四
二
七
ｂ
）
と
あ
り
③
に
あ
た

る
。

31
）
「
金
其
神
是
女
人

衣
。
頭
載
雞
冠
手

琵
琶
。」（
四
四
九

ａ
）
は
④
、「
木
其
神
如
老
人
。

靑
衣
帶

冠
容
貌

然
。」

（
四
四
九
ａ
）
は
⑨
、「
水
其
神
女
人

靑
衣
。
帶
獲
（
猴
）
冠
手

執

。」（
四
四
九
ａ
）
は
③
、「
土
其
神
似
婆
羅
門
色
黑
。
頭

帶
牛
冠
。
一
手

杖
。
一
手
指

。
微
似
曲

。」（
四
四
九
ｂ
）

は
②
に
あ
た
る
。「
宜
畫
火

本
身
供

其
神
、
作
銅
牙
赤
色
貌
、

帶

色
、
驢
冠
、

豹
皮

、
四
臂
一
手
執
弓
、
一
手
執
箭
、
一

手
執
刀
」（
四
四
九
ａ
）
は
⑥
に
あ
た
る
。

32
）
『

利
聿
斯
經
』。
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
系
の

で
、

譯
は
貞
元
（
七
八
五
〜
八
〇
五
）
年

。

33
）
『
大
正
新
修
大
藏
經
』
校
異
に
よ
る
。

34
）

蕭
登
福
『

敎

儀
與
密
敎
典

』（
新

豐
出
版
、
一
九
九

四
年
）
三
四
七
頁
に
『
佛

北
斗
七
星

命
經
』
と

敎
と
の
關

係
の
解

が
あ
る
。
同

な
指
摘
は
、『
宿

儀
軌
』（
三
四
三

頁
）、『
北
斗
七
星
念
誦
儀
軌
』（
三
四
四
頁
）、『
北
斗
七
星
護

儀
軌
』（
三
四
五
頁
）、『
七

攘
災
決
』（
三
五
一
頁
）、『
七

星
辰
別
行
法
』（
三
五
四
頁
）、『
北
斗
七
星
護

法
』（
三
五
八

頁
）、『
梵
天
火
羅
九

』（
三
六
〇
頁
）
が
記

さ
れ
る
。
蕭
氏

は
「
す
べ
て
佛
敎
が

敎
の
北
斗
經
を
取
り
入
れ
た
。
佛
敎
の
北

斗
關
係
の
經
典
は

て

經
だ
」
と

張
し
て
い
る
。
こ
の

張

は

っ
て
は
い
な
い
が
、

の
『

利
聿
斯
經
』
の
混
入
か

ら
み
て
も
、

敎
經
典
だ
け
を
模
倣
し
た
の
で
は
な
く
、
多
く
の

天

知
識
が
混
在
し
た
星
宿
經
典
か
ら
、
密
敎
の
星
宿
經
典
は

立
し
た
と
考
え
る
。

35
）

K
risto

fer
S
ch
ip
p
er

（T
h
e
T
aoist

C
an
on
,
T
h
e
U
n
iv
er-

sity
o
f
C
h
ica
g
o
P
ress,

2004

）
は

以
降
と
し
、
任

愈

『

藏
提

』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
一
）
で
は

末
・

と
し
、
張

禹

『
中
華

藏
』（
華
夏
出
版
社
、

七
二

一
行
と
星
宿
信
仰



二
〇
〇
三
）
の
解
題
で
は

と
す
る
。

36
）
九

曼
荼
羅
（
高
野
山
靈
寶

藏
）

寄

稿

規

集

委

員

會

一
、
寄
稿

は
本
學
會
員
に
限
り
ま
す
。

二
、
枚
數
制
限
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
完

原
稿
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

論
考

四
百
字
詰
四
十
枚

度

究
ノ
ー
ト

四
百
字
詰
二
十
枚

度

書

・
新
刊
紹
介

四
百
字
詰
十
枚

度

國
際
學
界
動
向

四
百
字
詰
十
枚

度

な
お
、
論

寄
稿
の
場
合
に
は
、
左
記
の
論

旨
を
添
附
し
て
く
だ
さ
い
。

○
外
國
語
に
よ
る
論

旨

旨
の
作

は
原

に
一
任
い
た
し
ま
す
が
、

集
委
員
會
が
校

訂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
國
語
は
原
則
と
し
て
英
語
と
し
、
語

數
は
三
百
語

度
と
し
ま
す
。
中
國
語
表
記
は
ウ
ェ
ー
ド
方
式
、
あ

る
い
は

（
ピ
ン
イ
ン
）
方
式
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
外
國
語
に
よ
る
論

旨
の
日
本
語
原

投
稿
に
際
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
寄
稿

項
、
原
稿
整
理
票
を

參
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
本
誌
に

載
さ
れ
た
原
稿
は
、
發
行
よ
り
三
年
經

し
た
後
に
ウ
ェ

ブ
上
に
て
公
開
さ
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
を
承
諾
さ
れ
な
い
方

は
投
稿
時
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
お
公
開
さ
れ
る
場
合
も

作
權
は
執
筆

に
あ
り
ま
す
。（
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

く
だ
さ
い
。）

三
、
原
稿
締
切
は
、
六

二
十
日
、
十
二

二
十
日
と
い
た
し
ま
す
。

四
、

容
は
未
發
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

否
は
、
當
學
會
に
御
一
任
く
だ

さ
い
。

五
、

刷
を
御
希

の
方
は
、
有
償
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
印
刷

子
を

作

い
た
し
ま
す
。

六
、
特
殊
製
版
（
圖
版
・
寫
眞
版
な
ど
）、
組
み
替
え
な
ど
の
費
用
は
寄
稿

の

と
な
り
ま
す
。

付
先

〒

茨

縣
つ
く
ば
市
天
王
臺
一

一

一

筑
波
大
學
人
文
社
會
科
學

究
科

史
・
人

學
專
攻

丸
山
宏

究
室

日
本

敎
學
會
事
務
局

電
話

〇
二
九
｜
八
五
三
｜
四
〇
五
〇

E
-m
a
il:
in
fo
＠
ta
o
istic-resea

rch
.jp

七
三

一
行
と
星
宿
信
仰
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